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3
つ
の
目
的

舞台芸術制作者にとって必要な
知識・スキルの習得
企画書・プレスリリースの作成や予算組みなどの実践的な内容から、
舞台芸術マーケットの状況や、ブランディングなどの経営に関する
内容まで、さまざまな知識を提供します。

1

芸術と社会の関係や公共性について考え、アーティストや、多様な
他者とのコミュニケーションなどのトピックに関して議論し、受講生
が自らの仕事内容を深く掘り下げる機会をつくります。

舞台制作の仕事を続けるために必要な
メンタリティの考察2

講師やゲストと出会うだけでなく、受講生同士が発表やディスカッ
ションを通して互いの理念や目標を共有することで、普段の活動と
は異なる長期的なネットワークを育みます。

舞台制作に携わる人たちの
ネットワーク構築3

Next舞台制作塾とは？

有限会社ネビュラエクストラサポート（Next）が2012 年よりスタートした「Next 舞台制作

塾」は、作品のプロデュースやマネジメントを介して、舞台芸術と社会をさまざまな形で

つなぐ「舞台芸術制作者」を養成するための講座です。

舞台芸術制作者は広い知見と高い専門性が求められる仕事ですが、専門職として認知

されはじめてきたのは最近のことで、いまだ社会的な立ち位置が確立されていない職業

のため、不安定な環境で仕事をするケースも多く見られます。

Next 舞台制作塾では、多様なプログラムを用意することにより、若手を中心とした舞台

芸術制作者が、プロフェッショナルとして長期的・発展的に仕事を続けていくために必要

な基礎力をつける活動を目指しています。

はじめに
　

「
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
芸
術
制
作
者
が
、
同
業

者
や
先
輩
か
ら
知
識
・
ス
キ
ル
を
継
続
的
に

学
べ
る
場
所
を
つ
く
る
」。
こ
れ
が
、
2
0
1
2

年
に
N
e
x
t
舞
台
制
作
塾
を
ス
タ
ー
ト

し
た
と
き
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
す
。

公
演
制
作
の
仕
事
を
現
場
に
入
っ
て
覚
え

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
普
段
し
て
い
る
仕

事
を
体
系
立
て
て
学
び
直
し
た
り
、
5
年
、

10
年
先
で
必
要
と
な
る
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

機
会
は
、
日
常
業
務
の
な
か
だ
け
で
学
ぶ
に

は
難
し
い
こ
と
で
す
。

一
方
で
は
、
大
学
を
活
用
し
た
ア
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

は
扱
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
、
舞
台
芸
術
の

創
造
現
場
で
活
躍
す
る
人
の
リ
ア
ル
な
観
点

に
立
っ
た
学
び
の
場
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
て
い
っ
た
結
果
、「
30
代
を
中
心

と
し
た
、
中
堅
の
舞
台
芸
術
制
作
者
が
メ
イ

ン
講
師
と
な
る
こ
と
」「
講
師
と
関
係
性
を
築

け
る
少
人
数
制
の
講
座
を
中
心
と
す
る
こ

と
」「
1
回
だ
け
の
単
発
で
は
な
く
、
4
～
10

回
の
連
続
講
座
と
す
る
こ
と
」「
組
織
の
人
材

育
成
で
は
な
く
個
人
の
ス
キ
ル
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
志
向
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
ゼ
ミ
の

特
徴
が
固
ま
り
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
ま
で
の
間
、
計
12
種
類
の
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。

基
礎
的
な
内
容
を
扱
う
講
座
＝
ゼ
ミ
を
中

心
と
し
つ
つ
も
、「
予
算
」
や
「
海
外
公
演
」

な
ど
具
体
的
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
ゼ
ミ
も
こ

の
な
か
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
受
講
生
は
合
計
2
5
0
人
を
超
え
、

卒
業
生
た
ち
は
公
立
劇
場
、
制
作
会
社
、
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
劇
団
な
ど
の
場
所
で
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
肩

書
き
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
は
即

時
的
な
効
果
が
で
る
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
継
続
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
動
き
が
可

視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
主
催

者
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
す

べ
て
の
講
座
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に

（
P
7
～
18
）、
い
く
つ
か
の
講
義
内
容
の
レ

ポ
ー
ト
（
P
19
～
46
）
を
抜
粋
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
は
、

①
制
作
者
像
に
せ
ま
る

②
制
作
者
に
と
っ
て
重
要
な
ス
キ
ル

③
制
作
者
の
働
き
方

④
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
見
る
舞
台
制
作

と
い
う
４
つ
の
柱
を
立
て
て
、
分
類
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
内
容
が
じ
つ
に
多
岐
に
わ

た
る
舞
台
芸
術
制
作
者
の
全
体
像
を
俯
瞰
し

て
見
る
た
め
の
１
枚
の
図
を
用
意
し
（
P
6
：

舞
台
芸
術
制
作
者
の
職
能
を
ひ
も
と
く
）、

各
レ
ポ
ー
ト
と
の
関
係
が
把
握
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
現
場
で
活
躍
す
る
制
作
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
本
書
を
ご
自
身
の
活
動
を
振
り

返
る
と
き
の
便
利
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

N
e
x
t

（
有
限
会
社
ネ
ビ
ュ
ラ
エ
ク
ス
ト
ラ
サ
ポ
ー
ト
）

ス
タ
ッ
フ
一
同
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概要

企画、予算管理、票券管理、当日運営、広報・宣伝といった具体的なス
キルから、合理的思考、メンタルトレーニング、コミュニケーションと
いったことまで、舞台制作者にとって重要な要素を網羅した講座。企画
書や予算書などの課題の出題し、提出物を採点することで、受講生一人
ひとりが現在の能力を把握し、課題を見つけて学べる体制をつくりました。

ゲスト講師
岩井秀人（ハイバイ）、坂田厚子（quinada）、林香菜（マームとジプシー）、中山静子（quinada

［当時］）、松井周（サンプル）

制作ことはじめ　

三好佐智子ゼミ

三好佐智子　みよしさちこ

1979年生まれ。早稲田大学卒後、コンサ
ルティング企業、外資系化学企業広報部で
勤務。2004年有限会社 quinada（きなだ）

設立。スロウライダーの制作を経て、07年
より松井周（サンプル）、岩井秀人（ハイバイ）

を担当。10年より庭劇団ペニノの海外公
演も担当（〜11年）。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2012年4月現在）のものです。

日程：2012年4月1日（日）～2012年7月8日（日）（全10回）
参加者数：21名

舞台芸術制作者の職能をひもとく

本分類図は、Next 舞台制作塾を通して見えてきた、舞台芸術制作者の職能を分類した
ものです。これらの仕事は、団体・アーティストによって役割が大きく変わります。また、網羅
しきれていないセクションや分類が適切でない項目もあります。今後のNext 舞台制作塾
などの機会に、議論のきっかけにしていきたいと考えています。なお本書における各プログ
ラムレポートに関する項目には、該当ページを付記しています。

→ P.20,34
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新しい地図を創るために　

木元太郎ゼミ

木元太郎　きもとたろう

1984年生まれ、福岡県出身。多摩美術大
学映像演劇学科を卒業後、こまばアゴラ
劇場・青年団の制作部へ。舞台芸術フェス
ティバル〈サミット〉の実行委員、サマーフェ
スティバル〈汎 -PAN-〉の立ち上げを担当。
またプログラムオフィサーとして、年間のライ
ンナップにも関わっている。2010年12月、
青年団が所有する「新しい表現を求めて実験を試みる空間」アトリエ春風舎の支配人に就任。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2012年10月現在）のものです。

日程：2012年10月11日（木）～2013年1月31日（木）（全10回）
参加者数：6名

概要

地域で行われている舞台芸術の事例を詳しく知り、舞台芸術業界の日本
地図を描きながら、都会で消費しつくされずに舞台芸術の活動を続けて
いく可能性を考える講座。受講生が自ら出身地域の舞台芸術の状況を調
べて発表したり、地域での活動を積極的に行ってきたゲストを迎えお話
を伺ったりしました。

ゲスト講師
今村圭佑（Mrs.fictions）、宮永琢生（ままごと・toi）、河村美帆香（快快／プリコグ）、杉原
邦生（KUNIO）、西村和宏（サラダボール）

→ P40

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2012年5月現在）のものです。

加藤弓奈　かとうゆみな

1980年生まれ。早稲田大学卒業。 在学中からインタ
ーン生として、横浜の小劇場・ＳＴスポットで制作アシス
タントを務め、 そのまま職員へ。2005年に館長就任。
06年、急な坂スタジオの立ち上げに参加。10年4月、
急な坂スタジオ・ディレクターに就任。中野成樹＋フラ
ンケンズ、岡崎藝術座の制作を担当。

概要

舞台制作者にとって重要な基礎スキルを学びながら、舞台制作者という
職業がどういうものなのかを考える基礎講座。受講生は講座を通じて企
画の立案から実現までを体験し、そのなかでアーティストとのパートナ
ーシップや、仕事のなかの遊び心を学びました。

ゲスト講師
神里雄大（岡崎藝術座）、長島確（ドラマトゥルク／翻訳家）、中野成樹（中野成樹＋フランケンズ）、
木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎）、白神ももこ（モモンガ・コンプレックス）

→ P25

ここだけの話　
～制作さんのお仕事

加藤弓奈ゼミ

日程：2012年5月7日（木）～2012年8月30日（木）（全10回）
参加者数：21名
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※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2013年2月現在）のものです。

寺本真美　てらもとまみ

1980年生まれ。2001年から「劇団、本谷有希子」に
関わり、制作として活動をはじめる。劇団☆新感線等の
制作助手などを経て、05年より株式会社ヴィレッヂに所
属。本谷有希子のマネジメントを担当する。ヴィレッヂ
が企画する「演劇村フェスティバル」のブッキングを11
年より担当。

小劇場からすこし離れて　

寺本真美ゼミ

日程：2013年2月13日（水）～2013年3月13日（木）（全5回）
参加者数：21名

概要

個性が強く、アンダーグラウンドであることが魅力的な小劇場。しかし、
裏を返せば閉鎖的ともいえます。この講座では、小劇場の界隈から少し
離れ、似たようなマニアックさを持つ業界や、大規模で商業的な舞台芸
術の状況に目を向け、そこでどのようなことが行われているのかを分析
しました。

ゲスト講師
細川展裕（株式会社ヴィレッヂ）、福嶋麻衣子（株式会社モエ・ジャパン）、本谷有希子（劇団、
本谷有希子）

→ P21

三好佐智子ゼミ

三好佐智子　みよしさちこ

P7 参照　

林香菜　はやしかな

マームとジプシー制作。1986年東京都出身。桜美林大学総合文化学群演劇専修卒業。
2007年旗揚げよりマームとジプシーに参加。翌年「ほろほろ」より制作を担当。08年〜09
年在学中1年間舞台制作会社プリコグでインターンを経験。大学卒業後、桜美林大学の劇
場であるPRUNUS HALLで2年間勤務。11年より急な坂スタジオスタッフ。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2013年7月現在）のものです。

概要

2012年の三好ゼミをバージョンアップ。舞台制作者にとって重要な仕事
の内容を体系化し、さらに強力なバックアップ体制で講座を実施しました。
特別講師として林香菜さん（マームとジプシー）をお招きし、劇場規模の
変遷と動員の持続、そして独特の「手触り感」のつくり方についてお話
しいただきました。

ゲスト講師
松井周（サンプル）、長坂まき子（大人計画）、冨永直子（quinada）、松浦茂之（三重県文化
会館）

日程：2013年7月7日（日）～2013年7月28日（日）（全10回）
参加者数：24名
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井神拓也　いがみたくや

ヨーロッパ企画・制作。1974年北海道生ま
れ。北海道教育大卒業後、99年劇団 千
年王國の旗揚げに参加。札幌でフリーの
制作者として活動後、2004年より関西へ。
同年より現職。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2014年5月現在）のものです。

‐Next Lab‐
未来への方程式　―いくつかの症例と「ままごと」の遊び方―

宮永琢生ゼミ

宮永琢生　みやながたくお

1981年7月24日生まれ。東京都出身。企
画制作・プロデュースユニット「ZuQnZ（ズ

キュンズ）」主宰。 2007年に平田オリザが
主宰する「青年団」に入団し、11年の退団
まで本公演及び関連公演の制作として携
わる。09年に柴幸男と共に「ままごと」を
立ち上げ、製作総指揮＆プロデューサーと
してすべての公演及び活動に関わる。 「ままごと」のほかにも、黒川深雪（InnocentSphere）

とのユニット「toi（トイ）」のプロデューサー、音楽ユニット「□□□（クチロロ）」のライブでの企
画制作、「TPAM（国際舞台芸術ミーティング）」のショーイング・プログラム・ディレクターなどの
活動も行っている。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2014年1月現在）のものです。

日程：2014年1月12日（日）～2014年2月9日（日）（全10回）
参加者数：13名

概要

受講生一人ひとりの抱える課題に対して、参加者全員で解決方法を探っ
ていくワークショップ型講座。毎回、長時間にわたるグループディスカ
ッションを行い、問題解決を図っていくプロセスを通じて、さまざまな
局面で応用可能な発想法・思考力を養っていきました。

ゲスト講師
坂本もも （ZuQnZ［ロロ｜範宙遊泳］）

→ P36

予算から考えるカンパニー戦略

井神拓也ゼミ

日程：2014年5月24日（土）～2014年6月15日（日）（全4回）
参加者数：21名

概要

予算策定や予算管理から、カンパニーの成長を戦略的に考えるための講
座。健全な収支バランスで企画を実現し、カンパニーのメンバーやスタ
ッフと長期的な関係を築いていくことを中心に、国内ツアー公演、海外
フェスティバルへの参加など、さまざまな形態の公演予算をシミュレー
ションしました。

ゲスト講師
有田小乃美（悪い芝居）、植松侑子

→ P26
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武田知也　たけだともや

1983年神奈川県横浜市生まれ。2006
年、NPO 法人アートネットワーク・ジャパン

（ANJ）入社後、「にしすがも創造舎」の運
営とプロジェクトの企画・制作に従事。稽
古場協力を通した若手アーティストの制作
支援、子ども向け舞台の制作、コミュニテ
ィ・カフェ「Camo-Café（カモ・カフェ）」のプ
ロデュースに携わる（〜10年）。08年からは国際舞台芸術祭「フェスティバル /トーキョー」の
立ち上げから事務局スタッフとして関わり、11年〜13年には制作統括を務める。14年末よ
り、京都市の劇場「ロームシアター京都」（16年1月10日オープン）開設準備室所属。舞台芸術
制作者オープンネットワーク（ON-PAM）理事。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2014年11月）現在のものです。

武田知也ゼミ

日程：2014年11月5日（水）～2015年1月28日（水）（全10回）
参加者数：23名
→ P20 → P24 → P32 → P33

制作者たちが考える実践型アーツマネジメント　
―舞台芸術の可能性を拡げる基礎スキル

概要

第一線で舞台芸術と社会をつないでいる制作者による「実践型アーツマ
ネジメント」講座。「ことばをつくり、伝える」トレーニングや事例紹
介、職能分析を通じ、プロフェッショナルとして長期的に仕事を続ける
ためのビジョンを議論しました。

ゲスト講師
橋本裕介（ロームシアター京都／ KYOTO EXPERIMENT プログラム・ディレクター）、植松侑子

（フェスティバル /トーキョー 制作チーフ）、鈴木理映子（編集者／ライター）、田嶋結菜（地点 
制作）、松本花音（制作）、望月章宏（フリーランスPR ／フリーランスプロデューサー）

舞台制作と「越境」　
～国際フェスティバル／劇場／ドラマトゥルク～

岸本佳子ゼミ

岸本佳子　きしもとかこ

演出家・ドラマトゥルク・翻訳家。2009年
より多国籍・多言語劇団「空（utsubo）」主
宰。東京大学大学院総合文化研究科博
士課程単位取得満期退学。米国コロンビ
ア大学芸術大学院（MFA）ドラマツルギー
専攻。翻訳に、ネイチャー・シアター・オブ・
オクラホマ『ライフ・アンド・タイムズ‐エピ
ソード1』（静岡県舞台芸術センターSPAC 主催）、ロジェ・ベルナット作『パブリック・ドメイン』（フ

ェスティバル/トーキョー）など。東京大学・専修大学非常勤講師。芸創 connect vol.7にて最
優秀賞受賞（演出）。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2015年2月）現在のものです。

日程：2015年2月24日（火）～4月28日（火）（全10回）
参加者数：37名

概要

日本で活動する制作者が「国外と国内」を考えるための、思想・知識の
習得と英語の実践を組み合わせた講座。国際的な舞台芸術の枠組みを学
び、ゲスト講師の仕事をひもときながら、これからの制作者像を考えま
した。キーワードはドラマトゥルク。

ゲスト講師
ウルリケ・クラウトハイム（舞台芸術コーディネーター）、李丞孝［イ・スンヒョウ］（フェスティバ
ル・ボム ディレクター）、植松侑子（Explat 理事長）、山口真樹子、小嶋麻倫子（東宝株式
会社 演劇部 プロデューサー）

→ P37 → P43 → P45→ P42 → P44
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Next 舞台制作塾 EX

植松侑子　うえまつゆうこ

フリーランスの舞台芸術制作者・神戸大学大学
院生・Explat 理事長。1981年愛媛県出身。お
茶の水女子大学 文教育学部 芸術・表現行動
学科舞踊教育学コース卒業。在学中より複数の
ダンス公演に制作アシスタントとして参加。卒業
後はダンスカンパニー制作、一般企業での勤務、
海外放浪を経て、2008年からフェスティバル/トーキョー制作。11年には制作統括を務め、

「F/T 公募プログラム」や「批評家 inレジデンス」などの企画も担当。12年からは1年間韓国・
ソウルに留学。帰国後は主にフリーランスの制作としてさまざまな劇場・組織・劇団と協働。15
年4月〜神戸大学大学院 国際協力研究科に入学。芸術を社会と結ぶことを「政治学」の観
点から考え中。モットーは、もう少し深く掘り下げよう。情報は惜しみなく共有しよう。

武田知也　たけだともや　
※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2016年7月現在）のものです。

日程：2015年7月18日（土）～2015年8月23日（日）（全6日間）
参加者数：25名

概要

クリエイティブセンター大阪で実施した合宿講座。企画書、予算書、テクニ
カルライダーの作成といった制作者に必要な基礎知識、芸術と地域社会と
の関わりに関するディスカッション、舞台制作者として何を武器にするか？と
いった自己分析のほか、関西地域のアートスポットめぐりなども行いました。

ゲスト講師
北村智子（一般財団法人おおさか創造千島財団）、八角聡仁（批評家／近畿大学教授）、
小林瑠音（應典院アートディレクター／神戸大学大学院博士後期課程）

→ P30 → P34

舞台芸術における
ブランディングとコミュニケーション・デザインの実践

舞台芸術制作者になるため、続けるための
実践型アーツマネジメント＠大阪

奥野将徳ゼミ

奥野将徳　おくのまさのり

1982年生まれ。舞台芸術の企画・制作。
プリコグ所属／ON-PAM 理事。 広告代理
店勤務を経て、2005年よりプリコグメンバ
ーとして、「吾妻橋ダンスクロッシング」「ニ
ブロール」「ミクニヤナイハラプロジェクト」「康
本雅子」「ASA-CHANG& 巡礼」などの制
作を担当するほか、個人的に「ほうほう堂」
の制作を務める。15年よりON-PAM 理事。

※講師のプロフィールは開講時（2015年5月）現在のものです。

撮影：すがわらよしみ

日程：2015年5月19日（火）～6月23日（火）（全5回）
参加者数：25名

概要

アーティストや制作者自身のビジョンや立ち位置を明確にし、それらを
丁寧にまわりに伝えていく「ブランディング」、目的や対象、環境に応
じてさまざまな手段でメッセージを相手に届け理想的な関係をつくる「コ
ミュニケーション・デザイン」を学ぶ講座。この2つの学びを通じて、制
作の仕事が今後どうあるべきかを考えました。

→ P28 → P29

P14参照
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西山葉子　にしやまようこ

1980年東京生まれ。高校世界史の教員を経て、
2005年に制作者として劇団青年団に入団。中高
生向けの演劇 WSコーディネーターを目指すも、10
年間青年団・こまばアゴラ劇場他の国際プロジェ
クトの制作に従事し、世界22ヶ国をまわる。特に
青年団＋大阪大学ロボット演劇プロジェクトは一
部をのぞきすべての海外公演を担当し、ツアーマネージャーとして多くの経験を積んだ。13年
より城崎国際アートセンターの立ち上げに携わり、プログラム・ディレクターを務める。14年
Asia Producer’s Platform Camp 参加メンバー。15年6月より国際交流基金に勤務し、東
アジア各国との舞台芸術交流及び障害×アート特集事業を担当。舞台芸術制作者オープン
ネットワーク（ON-PAM）理事。慶應義塾大学文学部哲学科美学美術史学専攻卒業。

※講師、ゲスト講師のプロフィールは開講時（2016年1月現在）のものです。

　

制
作
者
像
に
せ
ま
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
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ト

Next 舞台制作塾 EX 西山葉子ゼミ

日程：2016年1月4日（月）～2016年3月21日（月・祝）（全10回）
参加者数：32名（2016年3月14日現在）

概要

海外公演、招へい公演、国際共同製作など、海外と共同して行う事業の
理論と実践を学ぶプラクティカルな講座。並行して、オリンピック・パラリン
ピック東京大会の翌年である「2021年」をキーワードに、人口動態や経済
成長などのデータを参照しながら未来の社会の在り様や文化芸術の状況を
予測し、舞台芸術に関わる私たちの仕事について議論しました。

ゲスト講師
岸本佳子（演出家・ドラマトゥルク）、中村茜（パフォーミングアーツ・プロデューサー）、若林朋子

（プロジェクト・コーディネーター／プランナー）、中西玲人（アメリカ合衆国大使館文化担当官補佐）

→ P27 → P41

舞台制作と越境２　
～2021年の話からはじまる海外公演の戦略と実践スキル～

制作者とは、どのような職能をもつ人なのか―。
具体的なイメージを共有したり、
アーティストとの関係のつくり方を学ぶ、
講義 2本をレポートします。
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の
「
あ
い
だ
」

に
自
分
の
仕
事
を
見
出
し
革
新
し
て

い
く
こ
と
が
制
作
の
専
門
性
で
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
人
が
「
や
り

た
い
こ
と
」「
や
れ
る
こ
と
」「
や
る

べ
き
こ
と
」
を
意
識
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。
こ

れ
を
受
け
、
最
後
に
受
講
生
た
ち
に
、

3
つ
の
決
意
を
言
葉
に
し
て
も
ら
っ

た
。
①
今
後
自
分
が
伸
ば
し
た
い
職

能
（
興
味
関
心
が
あ
る
仕
事
）、
②
そ
の

た
め
に
こ
れ
か
ら
1
年
間
で
具
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
、
③
3
年
後
に
達

成
し
て
い
た
い
制
作
職
に
お
け
る
自

分
の
理
想
、
の
3
つ
だ
。
一
人
ひ
と

り
が
考
え
た
制
作
者
の
職
能
を
取
り

ま
と
め
る
と
、
ゼ
ミ
の
初
回
に
は
曖

昧
な
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

も
の
が
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
深

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。
受
講

生
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
だ
と
考
え
た
こ

と
を
言
葉
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
こ

と
は
、
講
座
の
ひ
と
つ
の
成
果
で
も

あ
る
。
こ
の
経
験
を
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
、
と
武
田
さ
ん

は
講
義
を
締
め
く
く
っ
た
。

株
式
会
社
ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ
所
属
、

「
劇
団
、
本
谷
有
希
子
」
制
作

の
寺
本
真
美
さ
ん
の
ゼ
ミ
で
、
本
谷

有
希
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
制

作
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
関
係
を
め
ぐ

る
対
談
の
回
と
な
っ
た
。

本
谷
さ
ん
が
考
え
る
劇
団
主
宰
の

一
番
の
悩
み
は
、
良
い
制
作
に
出
会

え
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
と

い
う
。
制
作
の
心
構
え
と
し
て
も
、

自
分
の
劇
団
を
大
き
く
し
た
い
思
い

な
ど
、
切
実
な
動
機
を
も
て
る
か
ど

う
か
が
仕
事
を
続
け
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
く
る
。
自
分
の
人
生

の
大
部
分
を
費
や
し
て
ま
で
、
一
緒

に
舞
台
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

え
る
人
に
い
か
に
出
会
え
る
か

―
。

制
作
と
し
て
そ
う
思
え
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
出
会
え
て
い
る
な
ら
ば
、
そ

の
人
の
仕
事
の
8
割
は
既
に
成
功
し

て
い
る
と
本
谷
さ
ん
は
語
る
。
演
劇

活
動
を
続
け
て
い
く
自
分
自
身
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
幸
せ
に
つ
い
て
、

劇
団
の
主
宰
と
制
作
者
が
と
も
に
考

え
ら
れ
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
、

お
互
い
が
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
だ
。

続
い
て
本
谷
さ
ん
の
劇
団
に
お
け

る
、
作
品
の
つ
く
り
方
へ
と
話
題
が

広
が
っ
た
。
劇
団
の
核
に
本
谷
さ
ん

が
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
制
作
の

寺
本
さ
ん
が
そ
れ
を
形
に
す
る
関
係

性
が
あ
る
。
出
演
者
の
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
や
ス
タ
ッ
フ
の
座
組
み
も
、
本

谷
さ
ん
の
や
り
た
い
こ
と
が
最
初
に

あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
人
を
選
ん

で
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
と
る
。
出
演
者

に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活

躍
し
て
い
る
芸
能
人
を
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
た
り
も
す
る
。
表
現
を
守
り

な
が
ら
も
、
外
に
開
い
て
い
く
意
識

も
大
事
だ
と
本
谷
さ
ん
は
語
る
。

本
谷
さ
ん
が
制
作
に
求
め
る
こ
と

は
、
そ
の
人
が
自
分
と
向
き
合
っ
て

仕
事
を
す
る
気
が
あ
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
と
い
う
。
本
気
で

演
劇
に
向
き
合
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
対
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の

延
長
の
よ
う
な
気
持
で
は
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
や
る
覚
悟
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。

本
谷
さ
ん
の
劇
団
に
お
け
る
寺
本

さ
ん
の
仕
事
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

や
り
た
い
こ
と
を
観
客
が
観
た
い
と

思
う
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。
劇
団
の
フ
ァ
ン
に
対
し
て
過

剰
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を

や
る
ス
タ
ン
ス
を
貫
く
こ
と
で
、
観

客
が
結
果
的
に
つ
い
て
く
る
状
況
こ

そ
が
、
劇
団
と
観
客
の
良
い
関
係
だ
。

そ
の
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
制
作
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
に
つ

い
て
、
寺
本
さ
ん
は
情
報
収
集
力
、

編
集
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
挙
げ
た
。
作
家
が
作
品
づ
く
り

に
専
念
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
一

方
で
制
作
が
煩
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
ケ
ア
し
て
い
く
と
い
う

体
制
を
と
っ
て
い
く
。
そ
し
て
も
う

ひ
と
つ
は
、
劇
団
へ
の
愛
情
だ
と
本

谷
さ
ん
が
指
摘
し
た
。
一
番
身
近
に

い
る
制
作
こ
そ
、
現
場
や
作
品
の
魅

力
を
言
葉
に
で
き
る
人
で
あ
り
、
そ

の
思
い
が
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
メ
ン

バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
外
に
向
け

て
も
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

劇
団
に
と
っ
て
の
幸
せ
は
何
な
の

か
、
ど
こ
を
目
指
し
て
い
る
集
団
な

の
か
。
そ
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
制
作
が
誠
意

を
も
っ
て
話
合
う
こ
と
が
で
き
る
関

係
性
を
築
く
こ
と
が
、
劇
団
の
成
功

へ
の
一
番
の
近
道
に
な
る
。

お
ふ
た
り
の
和
や
か
な
や
り
と
り
か

ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
制
作
の
信
頼
関

係
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
回
に
な
っ
た
。

制
作
者
た
ち
が
考
え
る

実
践
型

ア
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

小劇場からすこし離れて

―
舞
台
芸
術
の
可
能
性
を
拡
げ
る

　
　
基
礎
ス
キ
ル

武
田
知
也
ゼ
ミ

寺本真美ゼミ
みんなで考える「制作者の職能」と
 「制作者に必要なスキル」

クリエイターとの
対話

第1講

第2講
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Next舞台制作塾では、連続講座の「ゼミ」のほかに、「オープンセミナ
ー」を実施してきました。オープンセミナーは、スキルアップの一連の
流れからやや外れる重要なトピックを扱うときに開催する単発講座です。
野外公演に必要な運営体制を扱った「維新派に見る野外劇場のつくり方」

（講師：清水翼）、舞台芸術の世界市場とアーティストを取り巻く環境変化
を扱った「ダンス酔話会＠亀戸 ―世界のマーケットで生き残るために、ア
ーティストと制作者が知っておくべきこと―」（講師：乗越たかお）、助成
金の成り立ちや意義、社会への還元を扱った「舞台芸術にとって助成金と
は何か？～助成金の目的から申請書の書き方まで~」（登壇者：久野敦子、
ヲザキ浩実）など、これまでにさまざまなテーマを取り上げています。

「サロン」は、座学とは違う形で続けてきた活動です。舞台芸術の関係者
がフラットに意見交換することを大事にし、「舞台制作インターンのより
良いあり方」、「チラシのデザインとコミュニケーション」、「アーティス
トと制作者が出会うには？」といったテーマを立て、話し合いをしてき
ました。
こうして議論を深めたことでゼミに発展していったテーマもあります。武
田知也さんを講師に招いたオープンセミナー「制作者の職能、徹底分
析！」や、大阪で実施した同テーマのサロンは、その後ゼミとして東京、
大阪で開講することができました。

舞台芸術関係者が集まり、ともに考える場の形成
―オープンセミナーとサロンについて―

テキスト：斉木香苗

コラム 1

　

制
作
者
に
と
っ
て
重
要
な
ス
キ
ル

制作者として仕事をするために
必要なスキルは多岐にわたります。
なかでもとりわけ重要な視点に言及された
計7本の講義を振り返ります。

プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ポ
ー
ト
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舞
台
作
品
を
ど
の
よ
う
な
言
葉

で
伝
え
る
か

―
。
編
集
者
・

ラ
イ
タ
ー
の
鈴
木
理
映
子
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、「
制
作
者
の
こ
と
ば
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
を
聞
い
た
。
鈴
木

さ
ん
は
演
劇
雑
誌
の
シ
ア
タ
ー
ガ
イ

ド
に
7
年
間
携
わ
り
、
編
集
長
も
務

め
た
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
活
動
し

て
い
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー

キ
ョ
ー
で
は
数
年
に
わ
た
り
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
編
集
を
担
当
し
、
一
つ
ひ

と
つ
の
作
品
の
見
ど
こ
ろ
や
魅
力
を

事
務
局
と
二
人
三
脚
で
言
語
化
し
て

き
た
。
鈴
木
さ
ん
が
編
集
者
と
し
て

観
客
に
伝
わ
る
言
葉
に
変
換
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
が
、
当
時
制
作
だ
っ
た

武
田
さ
ん
に
と
っ
て
勉
強
に
な
っ
た

と
い
う
。
制
作
者
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
作
品
に
つ
い
て
語
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
客
観
的
な
視
点
で

第
三
者
に
伝
え
る
た
め
の
訓
練
が
必

要
だ
。
こ
の
日
は
受
講
生
に
、
作
品

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
書
い
て
み
る

と
い
う
練
習
問
題
が
課
さ
れ
て
い
た
。

作
品
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に
並
び
替

え
、
ど
う
す
れ
ば
ほ
か
の
作
品
に
先

駆
け
て
紹
介
し
て
も
ら
え
る
テ
キ
ス

ト
に
な
る
の
か
？
　
受
講
生
に
と
っ

て
は
難
し
い
課
題
に
な
っ
た
。

舞
台
芸
術
に
お
い
て
言
葉
が
機
能

す
る
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
ア

ー
カ
イ
ヴ
と
い
う
視
点
を
鈴
木
さ
ん

は
指
摘
す
る
。
多
く
の
劇
団
は
映
像

で
記
録
を
残
す
こ
と
に
意
識
的
で
は

あ
る
が
、
言
葉
で
残
す
こ
と
に
も
う

少
し
自
覚
的
で
あ
っ
て
も
良
い
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
言
葉
や
作
品
創
作
の

現
場
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
そ

の
経
験
を
次
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

生
か
す
こ
と
も
で
き
る
。

鈴
木
さ
ん
は
劇
団
の
企
画
書
な
ど

に
目
を
通
す
と
き
、
そ
の
団
体
が
自

分
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
環

境
、
そ
し
て
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
客

観
的
に
見
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
を
、
評
価
す
る
と
い
う
。
演
劇
界

の
な
か
で
の
立
ち
位
置
と
、
社
会
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
し
て
い
る
か
、
と
い
う
2
つ
の
点

だ
。
ま
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
の

媒
体
に
お
け
る
セ
オ
リ
ー
と
し
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
5
W
1
H
を
明

確
に
す
る
と
い
う
基
本
も
重
要
だ
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
と
し
て

は
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
発
信
す
る

対
象
を
見
極
め
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

一
方
で
作
品
を
売
る
た
め
の
ネ
タ

（
要
素
）
を
持
っ
て
お
く
必
要
も
あ
る
。

鈴
木
さ
ん
は
制
作
者
と
し
て
言
葉

を
扱
う
際
の
3
つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

挙
げ
た
。
ひ
と
つ
目
は
「
一
回
書
い

た
ら
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
」。

声
に
し
て
発
す
る
こ
と
で
、
意
味
が

通
じ
る
文
章
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
つ
目
は

「
そ
の
自
慢
は
適
切
か
」。
リ
リ
ー
ス

を
も
ら
う
側
の
立
場
か
ら
鈴
木
さ
ん

が
感
じ
る
こ
と
は
、
ア
ピ
ー
ル
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
的
が
外
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
こ
と
だ
そ
う
。
3
つ
目
は

「
そ
の
個
性
は
適
切
か
」。
作
品
の
本

質
や
魅
力
が
言
葉
に
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
テ
キ
ス
ト
を
書
い
た
ら
も

う
一
度
見
直
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
だ
。

そ
し
て
作
品
の
思
想
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
共
有
す
る
手
法
と
し
て
「
書
き

手
を
探
す
」
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も

挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
言
葉
の
精
度
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
近
く
に
い
る
人

と
対
話
を
重
ね
る
こ
と
も
有
効
だ
と

鈴
木
さ
ん
は
語
る
。
制
作
者
が
言
葉

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、
受
講
生
と

の
議
論
も
尽
き
な
か
っ
た
。

急
な
坂
ス
タ
ジ
オ
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
る
加
藤
弓
奈
さ

ん
の
ゼ
ミ
で
は
、
実
際
に
企
画
を
つ

く
り
実
施
す
る
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

制
作
の
仕
事
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

話
す
こ
と
、
そ
し
て
行
動
に
移
す
こ

と
か
ら
は
じ
ま
る
。
制
作
の
仕
事
を

知
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
の
対
話
が
企
画
に
落
と
し

込
ま
れ
、
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
一
連

の
流
れ
を
体
験
す
る
こ
と
だ
と
加
藤

さ
ん
は
語
る
。
本
ゼ
ミ
で
は
、
企
画

を
い
か
に
面
白
く
す
る
か
、
そ
し
て

お
客
さ
ん
を
増
や
す
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
を
考
え
、
企
画
を
実
施
し

た
。は

じ
め
に
木
ノ
下
歌
舞
伎
・
主
宰

の
木
ノ
下
祐
一
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
今
や
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
話

し
て
も
ら
っ
た
。
木
ノ
下
さ
ん
か
ら

は
、
自
ら
の
問
題
意
識
と
と
も
に
や

り
た
い
企
画
に
つ
い
て
3
つ
ほ
ど
の

案
が
挙
が
っ
た
。
実
現
可
能
性
を
考

慮
し
た
う
え
で
「
白
神
も
も
こ
さ
ん

と
の
ダ
ン
ス
談
義
」
案
を
採
用
し
、

「
ダ
ン
ス
ダ
ン
ギ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
ー
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。
そ
し

て
会
場
・
出
演
者
・
日
程
を
決
定
し

た
。
企
画
を
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
モ
モ
ン
ガ
・
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
の
人
た
ち
が
ダ
ン
ス
し

な
が
ら
お
茶
を
運
ん
で
く
る
と
い
う

ア
イ
デ
ア
が
出
た
。
企
画
概
要
が
お

お
よ
そ
固
ま
る
と
、
加
藤
さ
ん
は
非

常
に
軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
関
係
各

所
に
連
絡
し
、
企
画
の
調
整
を
行
っ

た
。
重
要
な
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
や
り
た
い
こ
と
を
時
差
な
く
実
現

す
る
た
め
の
勢
い
と
行
動
力
で
あ
る

こ
と
を
、
加
藤
さ
ん
は
体
現
し
て
見

せ
た
。

続
い
て
、
企
画
書
へ
の
落
と
し
込

み
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
今
回
の
ケ
ー

ス
は
制
作
者
が
主
導
し
て
企
画
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
公
演
と
は
ひ

と
味
違
う
見
え
方
の
工
夫
が
必
要
に

な
る
。
タ
イ
ト
ル
の
わ
か
り
や
す
さ

と
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
な
が
ら
、
関

連
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
用
意
で
き
る

と
書
類
に
落
と
し
込
み
や
す
く
な
る
。

大
切
な
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
興

味
を
も
つ
対
象
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
る
こ
と
。
ま
ず
制
作
者
が
観
客
の

立
場
に
立
っ
て
み
て
、
自
分
な
り
に

リ
サ
ー
チ
を
深
め
て
お
く
こ
と
も
必

要
だ
。
は
じ
め
て
耳
に
す
る
人
に
も
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
や
す
く
、

コ
ン
セ
プ
ト
が
伝
わ
り
や
す
い
内
容

に
テ
キ
ス
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
を
心

が
け
る
。
企
画
名
、
具
体
的
な
日
時
、

場
所
、
目
を
引
く
画
像
、
企
画
責
任

者
や
主
催
者
な
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

入
れ
て
開
催
概
要
を
つ
く
れ
ば
、
企

画
書
の
大
部
分
が
完
成
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
受
講
生
と
と
も

に
宣
伝
・
広
報
を
考
え
た
。
漠
然
と

し
た
企
画
の
内
容
を
、
お
客
さ
ん
に

伝
わ
る
言
葉
で
整
え
て
い
け
ば
、
チ

ラ
シ
の
原
稿
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
チ
ラ
シ

を
制
作
せ
ず
主
に
S
N
S
で
広
報

を
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
予
約
受
付

開
始
時
期
な
ど
、
情
報
公
開
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。
宣
伝
・
広

報
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
情
報
公
開
と
予
約
受
付
ス
タ

ー
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
制
作
が
管

理
す
る
こ
と
だ
。

制
作
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
希
望
を

形
に
す
る
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
が
ち

だ
が
、
お
客
さ
ん
に
一
番
近
い
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
る
。

観
客
の
立
場
に
立
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
制
作
の
仕
事
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
肌
で
体
感
す
る
回
に
な
っ
た
。

制作者たちが考える
実践型アーツマネジメント

こ
こ
だ
け
の
話

～
制
作
さ
ん
の
お
仕
事

―舞台芸術の可能性を拡げる基礎スキル

武田知也ゼミ加
藤
弓
奈
ゼ
ミ

制作者のことば

企画の立案から実現まで

ゲスト講師：鈴木理映子

第3講

第4講
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
画
の
制
作
を
務

め
る
井
神
拓
也
さ
ん
の
ゼ
ミ

で
、
劇
団
「
悪
い
芝
居
」
制
作
の
有

田
小
乃
美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

公
演
予
算
管
理
を
テ
ー
マ
に
カ
ン
パ

ニ
ー
の
戦
略
を
考
え
る
回
と
な
っ
た
。

前
半
は
お
ふ
た
り
の
経
験
談
、
後
半

は
実
際
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
予
算
を
組

ん
で
み
る
実
践
に
取
り
組
ん
だ
。

制
作
の
仕
事
は
た
だ
の
会
計
係
で

は
な
い
と
井
神
さ
ん
は
語
る
。
す
べ

て
の
人
が
満
足
で
き
る
状
況
を
つ
く

る
の
は
難
し
い
が
、
た
と
え
黒
字
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
金
銭
面
で
必
要

な
こ
と
が
す
べ
て
達
成
で
き
た
と
は

限
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
一
方
で
赤

字
の
場
合
で
も
必
要
な
費
用
の
支
払

い
が
発
生
す
る
た
め
、
予
算
の
配
分

の
調
整
も
制
作
者
の
手
腕
と
し
て
求

め
ら
れ
る
。
制
作
者
は
、
予
算
の
な

か
で
の
優
先
事
項
に
つ
い
て
主
宰
に

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
判
断

し
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
井
神
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

予
算
の
組
み
方
に
お
い
て
重
要
な

の
が
企
画
意
図
だ
。
共
同
主
催
者
や

助
成
団
体
に
対
し
て
目
標
と
成
果
を

説
明
す
る
こ
と
は
、
次
の
助
成
金
を

獲
得
す
る
た
め
に
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
公
演
ご
と
の
目
標
に
よ
っ
て
、

予
算
配
分
の
優
先
順
位
も
異
な
る
だ

ろ
う
。
あ
る
公
演
と
、
そ
の
次
の
公

演
の
規
模
の
比
較
や
、
劇
団
の
自
己

資
金
を
い
か
に
残
し
て
い
く
か
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
ま
た
、
ひ
と

つ
の
団
体
の
継
続
的
な
活
動
に
つ
い

て
考
え
る
場
合
、
劇
団
員
や
ス
タ
ッ

フ
へ
の
ギ
ャ
ラ
の
支
払
い
期
間
も
変

わ
っ
て
く
る
。
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の

活
動
の
継
続
と
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公

演
を
行
う
際
の
予
算
の
使
い
方
に
は

こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

次
に
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

の
出
演
者
数
、
チ
ケ
ッ
ト
代
、
劇
場

キ
ャ
パ
数
、
劇
場
費
等
を
設
定
し
た

う
え
で
、
架
空
の
予
算
書
づ
く
り
の

実
践
を
行
っ
た
。
予
算
組
み
は
、
作

品
づ
く
り
が
は
じ
ま
る
段
階
で
あ
る

程
度
定
ま
っ
て
い
る
「
固
定
経
費
」

と
、
制
作
過
程
で
変
動
す
る
「
変
動

経
費
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

制
作
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の

変
動
経
費
が
ど
の
ぐ
ら
い
必
要
と
な

っ
て
く
る
か
、
創
作
の
現
場
で
随
時

更
新
さ
れ
て
い
く
状
況
に
応
じ
て
推

測
し
て
い
く
知
識
と
経
験
だ
。

予
算
組
み
の
際
に
配
慮
が
必
要
な

こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
ギ
ャ
ラ
の
設
定

が
あ
る
。
出
演
料
に
は
相
場
や
上
限

が
あ
る
よ
う
で
な
い
た
め
、
通
常
、

経
歴
・
知
名
度
・
影
響
力
を
考
慮
し

て
交
渉
を
も
つ
が
、
業
務
を
委
託
す

る
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
場
合
は
、
拘
束

時
間
に
応
じ
た
あ
る
程
度
の
業
界
の

相
場
を
崩
す
こ
と
は
難
し
い
。
長
く

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
技
術
ス
タ
ッ

フ
と
は
共
通
言
語
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も

大
き
く
影
響
す
る
。
あ
る
ス
タ
ッ
フ

と
ひ
と
つ
の
公
演
だ
け
の
付
き
合
い

な
の
か
、
こ
の
先
も
継
続
的
に
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
点
で
も
、

金
銭
面
で
も
対
応
が
異
な
っ
て
く
る

場
合
も
あ
る
。

そ
の
後
は
ツ
ア
ー
の
予
算
組
み
に

つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
、
受
講
生
も
ワ
ー
ク
に
取
り
組

ん
だ
。
演
出
家
の
要
望
を
、
実
現
で

き
る
の
も
止
め
ら
れ
る
の
も
制
作
の

仕
事
だ
と
井
神
さ
ん
は
語
る
。
舞
台

芸
術
の
予
算
管
理
と
は
、
た
だ
お
金

を
勘
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
劇
団

や
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係
を
つ
く

り
な
が
ら
調
整
し
て
い
く
仕
事
で
あ

る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

今
回
の
西
山
ゼ
ミ
は
、
特
に
海

外
公
演
の
際
に
重
要
な
テ
ク

ニ
カ
ル
ラ
イ
ダ
ー
の
つ
く
り
方
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、

西
山
さ
ん
の
豊
富
な
経
験
談
か
ら
学

ぶ
回
に
な
っ
た
。

海
外
公
演
は
、
基
本
的
な
事
前
準

備
の
大
部
分
は
国
内
公
演
と
同
じ
流

れ
で
進
行
し
、
特
に
地
方
公
演
に
似

て
い
る
の
だ
が
、
海
外
の
場
合
は
そ

の
手
続
き
の
部
分
で
お
金
や
時
間
が

か
か
る
た
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
あ
ら

か
じ
め
掴
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。

ま
ず
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
ダ
ー
を
つ

く
り
、
先
方
と
共
有
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
ま
る
。
ラ
イ
ダ
ー
は
作
品
に
必

要
な
物
、
人
、
準
備
に
つ
い
て
詳
し

く
書
か
れ
た
も
の
で
、
劇
団
側
が
用

意
す
る
も
の
と
劇
場
側
に
用
意
し
て

お
い
て
欲
し
い
も
の
を
明
記
し
、
公

演
準
備
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
あ
る
。

ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
人
数
、
テ
ク
ニ

カ
ル
の
準
備
、
仕
込
み
に
必
要
な
時

間
や
、
各
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
量
な
ど

を
明
確
に
伝
え
て
お
か
な
い
と
、
上

演
が
危
う
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

ラ
イ
ダ
ー
に
は
事
前
に
把
握
で
き
る

す
べ
て
の
条
件
を
ま
と
め
て
お
く
こ

と
が
有
効
だ
。
最
低
限
必
要
な
情
報

は
①
ツ
ア
ー
参
加
人
数
、
②
設
営
か

ら
撤
収
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
③

ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
情
報
、
④
作
品

に
関
す
る
情
報
（
上
演
時
間
、
開
場
時

間
、
出
演
者
数
、
小
道
具
等
の
管
理
等
）、

⑤
費
用
分
担
、
の
5
項
目
だ
。
ラ
イ

ダ
ー
を
契
約
書
に
添
付
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
こ
に
書
か

れ
た
こ
と
が
契
約
内
容
と
な
る
た
め
、

よ
り
注
意
深
く
検
証
し
て
お
く
必
要

も
あ
る
。

海
外
公
演
で
は
、
ま
ず
図
面
や
ラ

イ
ダ
ー
の
確
認
か
ら
は
じ
ま
る
。
ラ

イ
ダ
ー
は
一
年
か
ら
半
年
前
に
提
出

す
る
が
、
助
成
金
申
請
な
ど
の
海
外

へ
行
く
た
め
の
資
金
調
達
は
、
そ
れ

よ
り
も
前
か
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

渡
航
資
金
が
あ
る
状
態
な
ら
、
半
年

ほ
ど
前
に
テ
ク
ニ
カ
ル
面
が
ク
リ
ア

に
な
っ
て
い
れ
ば
良
い
。
招
へ
い
も

と
も
会
場
の
調
整
を
は
じ
め
る
時
期

な
の
で
、
図
面
・
機
材
リ
ス
ト
を
4

ヶ
月
前
く
ら
い
に
は
入
手
す
る
。
注

意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
資
料
は
現
地

の
言
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
翻

訳
す
る
時
間
の
余
裕
を
も
つ
こ
と
だ
。

可
能
で
あ
れ
ば
制
作
者
は
会
場
の
視

察
に
渡
航
し
、
状
況
を
把
握
し
た
う

え
で
3
ヶ
月
前
か
ら
図
面
を
作
成
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
舞
台
・
照
明
・

音
響
の
図
面
が
で
き
た
段
階
で
、
機

材
の
要
望
書
を
提
出
す
る
。
会
場
に

な
い
も
の
は
レ
ン
タ
ル
や
購
入
の
検

討
や
、
費
用
の
交
渉
も
必
要
だ
。

2
ヶ
月
前
か
ら
舞
台
装
置
の
調
達

方
法
を
決
定
し
、
輸
送
な
ど
に
つ
い

て
準
備
す
る
。
日
本
か
ら
輸
送
・
持

参
す
る
こ
と
、
現
地
で
調
達
・
制
作

す
る
場
合
が
あ
る
が
、
輸
送
と
そ
の

手
続
き
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
注

意
が
必
要
だ
。
輸
送
に
か
か
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
国
際
輸
送
会
社
に
相
談

し
、
具
体
的
に
把
握
す
る
。
多
く
の

場
合
、
関
税
を
免
除
す
る
た
め
の
証

明
書
＝
カ
ル
ネ
が
必
要
に
な
る
。

海
外
公
演
の
際
の
ツ
ア
ー
メ
ン
バ

ー
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
仕

事
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、

海
外
公
演
に
慣
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

を
ア
サ
イ
ン
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

海
外
公
演
は
カ
ン
パ
ニ
ー
自
体
が
変

化
す
る
機
会
と
し
て
も
成
長
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
。

国
内
公
演
以
上
に
煩
雑
な
手
続
き

が
多
い
海
外
公
演
に
お
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
の
プ
ロ
セ
ス
や
必
要
と

さ
れ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
具
体

的
に
学
ぶ
回
に
な
っ
た
。

予算から考える
カンパニー戦略

井神拓也ゼミ

公
演
予
算
の

 つ
く
り
方
と

予
算
管
理スケジューリング、国際輸送、技術面、

テクニカルライダーについて

第5講

第6講

舞
台
制
作
と
越
境
2

～
2
0
2
1
年
の
話
か
ら
は
じ
ま
る

　
海
外
公
演
の
戦
略
と
実
践
ス
キ
ル
～

西
山
葉
子
ゼ
ミ
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受
講
生
た
ち
と
の
議
論
を
交
え

て
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
よ
り

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
展

開
し
た
。
ま
ず
は
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ

ー
ジ
に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
う
。

企
業
や
芸
術
団
体
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
の
価
値
は
、
受
け
手
側
の
頭
の
な

か
に
あ
る
と
話
す
奥
野
さ
ん
。
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
と
し
て
重
要
な

こ
と
は
、
そ
の
企
業
や
芸
術
団
体
の

理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
る
こ
と
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
カ
ン
パ
ニ
ー
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ど
の
よ
う

に
発
信
を
す
れ
ば
観
客
が
カ
ン
パ
ニ

ー
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
し
、
何
度
も

劇
場
に
足
を
運
ぶ
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
く
れ
る
か
、
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

外
側
の
観
客
に
向
け
た
ア
ウ
タ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
対
し
、
内
側
の

意
識
を
統
一
す
る
こ
と
を
イ
ン
ナ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ぶ
。
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
狙
い
の
ひ
と
つ
に
は
、

観
客
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
組
織

や
会
社
、
団
体
の
内
部
の
意
識
を
ま

と
め
る
側
面
も
あ
る
。
カ
ン
パ
ニ
ー

や
作
品
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
強
み
を
内
部
の
ス
タ
ッ

フ
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
活
動
の
指

針
は
明
確
に
な
る
。
自
分
た
ち
の
強

み
を
言
葉
に
し
、
ほ
か
の
ブ
ラ
ン
ド

と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
て
は
じ
め
て
、
ア
ウ
タ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
め
る
の
で
は
な

い
か
？
　
ひ
と
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
す
べ
て
を
決

め
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
組
織
で
は
、

個
人
の
範
囲
を
超
え
た
ア
イ
デ
ア
は

生
ま
れ
な
い
が
、
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
が
共

有
さ
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、
何
か
を
決

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、

ト
ッ
プ
以
外
の
人
も
判
断
の
指
針
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
点
も
重
要
だ
。

制
作
者
に
と
っ
て
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
あ
れ
ば

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
広
報
の
戦

略
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

些
末
な
制
作
業
務
も
、
戦
略
を
も
と

に
優
先
順
位
を
つ
け
取
捨
選
択
を
し

て
取
り
組
め
ば
良
い
。
現
場
で
は
や

み
く
も
に
や
る
べ
き
仕
事
を
こ
な
そ

う
と
し
て
、
自
分
の
仕
事
に
手
応
え

が
得
ら
れ
ず
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
制

作
者
も
少
な
く
は
な
い
。
制
作
者
は

明
確
な
方
針
を
も
っ
て
業
務
に
あ
た

り
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
チ
ー
ム
に
共

有
し
て
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
わ
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。

芸
術
団
体
に
お
い
て
は
、
市
場
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
商
品
を
開
発
す

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
奥
野
さ
ん
は
改
め
て
指
摘
す
る
。

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
れ

ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
参
照
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
芸
術
の
場
合
は
市
場
の

ニ
ー
ズ
を
作
品
に
反
映
す
る
と
い
う

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
芸
術
の
場
合

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
有
効
で
す
」。
一
方
で
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活

動
が
ど
の
よ
う
な
社
会
性
を
も
っ
て

い
る
か
を
伝
え
る
理
念
や
、
目
指
す

べ
き
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば

力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
活
動

を
通
じ
て
社
会
に
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
て
い
る
の
か
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
考
え
る
こ
と
は
、
制
作
者
と
し
て

の
使
命
感
や
誇
り
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
点
が
言
及
さ
れ
、
講
義
は
締
め

く
く
ら
れ
た
。

制
作
者
に
と
っ
て
も
っ
と
も
必

要
な
職
能
の
ひ
と
つ
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
だ
。
こ
の
日

の
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
舞
台
芸
術

の
現
場
で
い
ま
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
か
を
考
え
る

こ
と
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
情

報
を
発
信
す
る
側
と
、
受
け
手
側
の

関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
基
本

は
、
伝
え
た
い
内
容
を
相
手
や
関
係

性
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
手
段
で
伝

え
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
だ
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
の
台
頭

に
よ
り
、
情
報
の
伝
達
は
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
一
方
的
な
発
信
で
は
な

く
、
受
け
手
が
情
報
を
取
捨
選
択
で

き
る
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
一
方
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
は

セ
グ
メ
ン
ト
化
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も

あ
る
。

消
費
者
行
動
を
表
す
も
の
と
し
て

「SH
IPS

（Sym
pathize

（
共
感
）、

Identify

（
確
認
）、 Participate

（
参

加
）、Share/Spread

（
共
有
））」
と

い
う
用
語
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
消

費
行
動
に
は
、
注
目
し
興
味
を
も
つ

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
が
、
現

在
は
「
共
感
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
だ
。
共
感
し
た
ら
、

チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
前
に
確
認
し
、
そ

の
後
観
客
と
し
て
参
加
す
る
、
そ
し

て
感
想
を
発
信
し
て
共
感
が
生
ま
れ

る

―
と
い
う
サ
イ
ク
ル
だ
。
演
劇

や
ダ
ン
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
近
い

興
味
を
も
っ
た
人
が
集
ま
り
閉
じ
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
を
、
奥
野

さ
ん
は
指
摘
す
る
。
広
い
視
野
を
持

ち
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
交
流
を
も
っ
た

り
、
共
感
を
呼
ぶ
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
強
化
し
た
り
し
て
い
く
必

要
性
が
語
ら
れ
た
。

舞
台
芸
術
は
多
く
の
人
が
関
わ
っ

て
ひ
と
つ
の
作
品
を
つ
く
る
も
の
。

制
作
者
が
果
た
す
役
割
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
い
う
意
識
を
強
く
も
つ
こ
と
が

重
要
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方

と
し
て
、
奥
野
さ
ん
は
3
つ
の
モ
デ

ル
を
挙
げ
た
。
ひ
と
つ
目
の
「
ツ
リ

ー
型
」
は
大
き
な
組
織
に
お
け
る
従

来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
2
つ
目
の

「
ハ
ブ
型
」
は
1
対
多
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
あ
り
方
で
、
ハ
ブ
に
な
る
人

を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
演
劇
や
ダ

ン
ス
な
ど
の
小
さ
な
組
織
に
多
い
モ

デ
ル
だ
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
奥
野
さ

ん
が
提
案
す
る
3
つ
目
の
「
メ
ッ
シ

ュ
型
」
は
す
べ
て
の
人
が
ハ
ブ
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
ツ
リ
ー
型
の
ト
ッ

プ
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
り
方
。
管
理
す
る
人
が

い
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ル
ー
ト
が
複
数
生
ま
れ
、
途
絶

え
に
く
い
。
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
も

っ
と
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
発

揮
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
だ
。

制
作
者
は
必
ず
し
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
に
な
り
、
す
べ
て

を
お
ぜ
ん
立
て
し
よ
う
と
す
る
必
要

は
な
い
と
語
る
奥
野
さ
ん
。
物
理
的

に
す
べ
て
を
把
握
す
る
の
は
難
し
く
、

そ
の
よ
う
な
状
況
を
つ
く
ら
な
い
方

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
な
る
場
合
が
多
い
。
一
方
で
演
出

家
や
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
コ
ン
タ
ク
ト

ポ
イ
ン
ト
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
も
、
制
作
者
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

う
え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。

舞台芸術におけるブランディングと
コミュニケーション・デザインの実践

舞
台
芸
術
に
お
け
る

ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
と

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
の
実
践

奥野将徳ゼミ奥
野
将
徳
ゼ
ミ

マーケティングよりもブランディングコミュニケーションを
デザインするという視点 第7講第8講



30

公
的
な
助
成
機
関
と
関
わ
る
仕

事
に
長
く
携
わ
っ
て
い
る
制

作
者
の
植
松
侑
子
さ
ん
。
本
講
義
で

は
撤
去
要
請
や
ク
レ
ー
ム
が
生
じ
た

際
の
制
作
側
の
対
応
に
つ
い
て
、
お

話
い
た
だ
い
た
。
植
松
さ
ん
か
ら
出

さ
れ
た
過
去
の
具
体
例
に
対
し
て
、

自
分
た
ち
な
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交

え
て
講
義
は
進
行
し
た
。

ま
ず
挙
が
っ
た
の
は
会
田
誠
一
家

に
よ
る
《
檄
》
と
い
う
作
品
に
対
す

る
、
東
京
都
現
代
美
術
館
側
か
ら
の

撤
去
要
請
の
問
題
だ
。
都
の
施
設
で

あ
り
運
営
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

当
該
美
術
館
に
相
応
し
く
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
、
展
示
方
法
の
変
更
あ

る
い
は
撤
去
要
請
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
て
、
賛
成
や
反
対
を
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
巻
き
起
こ
り
、

S
N
S
な
ど
で
話
題
が
広
が
っ
た
。

そ
の
後
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
関
係
者

ら
に
よ
る
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
作

品
は
変
更
な
く
展
示
さ
れ
る
こ
と
に

決
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
で
重
要
な
の
は
、

そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
そ
の
作
品
を

展
示
・
上
演
す
る
の
か
、
経
緯
や
事

実
確
認
や
一
次
対
応
を
明
確
に
し
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
伝
え
る
か
、

そ
し
て
組
織
の
責
任
者
に
相
談
し
な

が
ら
落
と
し
ど
こ
ろ
を
ど
こ
に
す
る

か
を
考
え
る
こ
と
だ
。
議
論
に
な
ら

な
い
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
作
品
が

撤
去
さ
れ
、
問
題
自
体
が
表
に
出
て

こ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
議
論

が
並
行
線
を
辿
る
よ
う
で
は
、
最
終

的
に
は
強
制
撤
去
も
あ
り
得
る
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
制
作
者
と
し
て
は
常
に
い
く

つ
か
の
策
を
用
意
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

美
術
と
舞
台
芸
術
の
違
い
の
例
も
挙

げ
ら
れ
た
。
過
去
に
、
公
的
な
機
関

が
主
催
に
入
り
実
施
さ
れ
た
事
業
内

で
の
上
演
作
品
で
、
作
品
内
容
に
当

時
の
政
治
体
制
に
疑
問
を
投
げ
か
け

る
よ
う
な
表
現
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
観
て
い
た
主
催
者
サ
イ
ド
の

関
係
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
生
じ
た
。

こ
こ
で
《
檄
》
の
例
と
違
っ
て
い
た

の
は
、
行
政
の
ク
レ
ー
ム
か
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
あ
る
決
定
が
下
る
前
に
舞
台
が

千
秋
楽
を
迎
え
た
点
だ
。
何
も
解
決

し
て
い
な
い
が
、
中
止
す
る
こ
と
な

く
完
遂
さ
れ
た
。

ま
た
別
の
ケ
ー
ス
で
は
、
上
演
期

間
が
一
ヵ
月
あ
っ
た
た
め
、
行
政
の

主
催
者
サ
イ
ド
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入

っ
た
あ
と
話
し
合
い
に
持
ち
込
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
た

ま
た
ま
行
政
サ
イ
ド
の
文
化
担
当
者

が
協
力
的
だ
っ
た
た
め
、
と
も
に
対

策
を
練
り
、
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。

芸
術
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

考
え
る
う
え
で
誤
解
を
し
て
は
い
け

な
い
の
は
、
修
正
・
撤
去
要
請
や
指

摘
を
す
る
共
催
者
は
敵
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
。
と
も
に
作
品
を
つ
く
る

関
係
性
を
保
つ
こ
と
が
必
要
だ
。
相

手
が
何
を
、
な
ぜ
要
求
し
て
い
る
の

か
、
こ
ち
ら
は
何
を
求
め
る
か
と
い

う
、
お
互
い
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
理

解
し
た
う
え
で
、
双
方
の
落
と
し
ど

こ
ろ
を
準
備
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
行
政
や
助
成
団
体
と
は

敵
対
で
は
な
く
協
働
関
係
を
結
ぶ
と

い
う
点
が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
芸
術

を
支
え
る
た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
困
難
さ
と
、
現
場
で
求
め
ら
れ

る
考
え
方
を
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
。

舞台芸術制作者になるため、続けるための
実践型アーツマネジメント＠大阪

講師・植松侑子

リスクマネジメント

第9講

　

制
作
者
の
働
き
方

劇団、劇場、フェスティバル、そしてフリーランス―、
制作者としてどのような立場で働くのか？
多様なモデル・ケースが示された計5講義を収録しました。

プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ポ
ー
ト



こ
れ
か
ら
の

公
共
劇
場
の

制
作

3233

劇
団
「
地
点
」
の
制
作
に
12
年

携
わ
っ
て
き
た
田
嶋
結
菜
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
劇
団
制
作

の
可
能
性
を
考
え
る
」
回
。
地
点
は

演
出
家
の
三
浦
基
さ
ん
、
制
作
2
名
、

俳
優
6
名
の
計
9
名
が
所
属
し
て
い

る
劇
団
だ
。
2
0
0
5
年
か
ら
京
都

を
拠
点
に
活
動
し
、
2
0
1
3
年
に

は
ア
ト
リ
エ
「
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

田
嶋
さ
ん
の
劇
団
制
作
と
し
て
の

経
歴
か
ら
話
題
が
ス
タ
ー
ト
。
大
学

を
出
て
新
卒
で
青
年
団
に
入
団
し
、

制
作
者
と
し
て
仕
事
を
は
じ
め
た
田

嶋
さ
ん
。
当
時
青
年
団
リ
ン
ク
と
し

て
活
動
し
て
い
た
三
浦
さ
ん
の
作
品

を
見
て
「
こ
の
作
品
を
人
に
見
せ
た

い
」
と
強
く
感
じ
た
と
い
う
。
田
嶋

さ
ん
が
制
作
者
と
し
て
、
売
り
た
い

と
思
う
作
品
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
青
年
団
か
ら
独
立
し
て
京

都
に
拠
点
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
地

点
。
田
嶋
さ
ん
も
劇
団
と
と
も
に
京

都
に
引
っ
越
し
た
。
当
初
は
劇
団
制

作
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
ア
ー
ト
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
職
に
も
就
い
た
が
、

カ
ン
パ
ニ
ー
制
作
の
仕
事
と
の
両
立

は
厳
し
か
っ
た
。
2
年
で
芸
術
セ
ン

タ
ー
の
仕
事
は
退
く
が
、
こ
の
と
き

に
劇
団
制
作
と
は
反
対
の
立
場
（
文

化
施
設
の
職
員
）で
仕
事
が
で
き
た
こ

と
を
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
振
り
返

る
。ど

う
す
れ
ば
カ
ン
パ
ニ
ー
制
作
と

し
て
「
食
べ
て
い
く
」
こ
と
が
で
き

る
の
か
？
　
と
い
う
問
い
に
は
、
な

ぜ
こ
の
職
業
を
自
分
が
選
ん
だ
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ

る
と
田
嶋
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
食

べ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
目

的
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
考

え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
田

嶋
さ
ん
が
10
年
か
け
て
や
っ
て
き
た

こ
と
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
失
わ

な
い
た
め
の
努
力
だ
っ
た
。「
劇
場

文
化
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

い
う
一
心
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
地

点
の
経
営
モ
デ
ル
が
理
想
的
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
仕
事
を
す

る
演
出
家
に
よ
っ
て
選
択
肢
も
変
わ

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」。

続
い
て
地
点
の
カ
ン
パ
ニ
ー
運
営

に
つ
い
て
話
題
が
展
開
。
地
点
は
公

共
劇
場
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
の
共

同
製
作
、
海
外
公
演
、
そ
し
て
ア
ト

リ
エ
な
ど
で
行
う
自
主
公
演
の
3
本

柱
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
ア
ト
リ

エ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
は
、
地
点

の
メ
ン
バ
ー
が
演
劇
で
食
べ
て
い
く

決
心
を
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
今

で
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
ア
ル
バ
イ
ト

を
辞
め
、
地
点
一
本
で
生
活
を
し
て

い
る
と
い
う
。「
自
分
た
ち
が
演
劇

を
職
業
に
す
る
ん
だ
と
い
う
意
識
が

カ
ン
パ
ニ
ー
で
自
然
に
共
有
で
き
る

時
期
が
来
た
の
で
、
ア
ト
リ
エ
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
員
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ

ア
ト
リ
エ
が
運
営
で
き
て
い
る
し
、

ア
ト
リ
エ
が
で
き
た
か
ら
ア
ル
バ
イ

ト
を
全
員
辞
め
ら
れ
た
と
も
言
え

る
」。
ア
ト
リ
エ
の
運
営
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
入
場
者
数
目
標
や
収

入
を
試
算
す
る
な
ど
、
田
嶋
さ
ん
は

そ
の
実
現
性
を
数
値
的
に
も
検
証
し

た
の
だ
そ
う
。
劇
団
制
作
な
ら
で
は

の
細
や
か
な
視
点
が
語
ら
れ
た
。

今
の
日
本
に
は
俳
優
を
雇
用
す
る

劇
場
が
と
て
も
少
な
い
。「
作
品
を

つ
く
っ
て
い
る
の
は
俳
優
で
す
。
劇

場
に
俳
優
が
い
る
す
ば
ら
し
さ
を
ア

ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
で
証
明
し
て
、
日
本

の
慣
習
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と
し

て
、
田
嶋
さ
ん
は
こ
の
日
の
ト
ー
ク

を
締
め
く
く
っ
た
。

制作者たちが考える
実践型アーツマネジメント

―舞台芸術の可能性を拡げる基礎スキル

制
作
者
た
ち
が
考
え
る

実
践
型
ア
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
舞
台
芸
術
の
可
能
性
を

　
　
拡
げ
る
基
礎
ス
キ
ル

武田知也ゼミ武
田
知
也
ゼ
ミ

劇団制作の可能性
ゲスト講師：田嶋結菜

ゲ
ス
ト
講
師
：

橋
本
裕
介

第10講

第11講

Kyoto Experim
ent

の
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

あ
り
、
2
0
1
6
年
1
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る

橋
本
裕
介
さ
ん
を
招
き
「
こ
れ
か
ら

の
公
共
劇
場
の
制
作
」
を
考
え
る
回
。

ま
ず
は
武
田
さ
ん
が
、
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
い
う
視
点
か
らKyoto 

Experim
ent

の
立
ち
上
げ
に
つ
い

て
切
り
込
ん
だ
。
橋
本
さ
ん
が
演
劇

を
や
ろ
う
と
京
都
大
学
に
入
っ
た

1
9
9
7
年
は
、
芸
術
監
督
の
も
と

自
主
事
業
を
展
開
す
る
世
田
谷
パ
ブ

リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た

年
。
そ
ん
な
劇
場
で
働
き
た
い
と
夢

見
て
、
入
学
後
は
学
生
劇
団
に
所
属

し
、
神
社
で
野
外
劇
の
上
演
な
ど
を

経
験
し
た
橋
本
さ
ん
。
2
0
0
0
年

に
は
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
、
稽
古
場
と
し
て
教
室
を
使
う

こ
と
が
で
き
た
の
も
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
。
卒
業
後
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
と
も
に
京
都
で
活
動
を
し
て
い
く

中
で
、
自
分
た
ち
が
場
を
つ
く
り
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
活
動
を
し
な
け
れ
ば
、

新
し
い
作
品
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
生

ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

実
感
を
橋
本
さ
ん
は
も
つ
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
や

京
都
造
形
芸
術
大
学
の
春
秋
座
な

ど
を
巻
き
込
ん
で
、
2
0
0
4
年
に

「
演
劇
計
画
」を
立
ち
上
げ
た
。
演
劇

計
画
で
は
前
田
司
郎
さ
ん
や
山
下
残

さ
ん
ら
の
作
品
が
大
き
な
反
響
を
呼

び
、
京
都
で
じ
っ
く
り
作
品
を
つ
く

る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
そ
の
作
品
を

よ
り
広
く
発
信
で
き
る
可
能
性
を
感

じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら

2
0
1
0
年
にKyoto Experim

ent

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
立
ち
上
げ
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
に
、
橋
本
さ
ん
を
動

か
し
た
ひ
と
つ
の
問
題
意
識
が
あ
っ

た
。「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
劇
場
の

よ
う
な
公
的
な
場
で
上
演
さ
れ
る
演

目
に
、
指
針
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
不
満
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
曖
昧
な
合
議

制
で
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
た
。
公
的
な
お
金
を
使
う
な

ら
、
市
場
原
理
に
流
さ
れ
な
い
、

我
々
の
社
会
や
未
来
を
考
え
る
作
品

に
対
し
て
お
金
が
使
わ
れ
て
欲
し
い
。

そ
う
い
っ
た
指
針
を
示
す
劇
場
や
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
」。

日
本
の
文
化
政
策
を
良
く
す
る
た

め
に
は
、
そ
こ
に
関
わ
る
当
事
者
の

意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
2
0
0
0
以
上
の
「
公
共
劇

場
」
に
努
め
る
人
た
ち
の
意
識
や
仕

事
の
や
り
方
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、

状
況
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

―
。
そ
の
こ
と
を
自
分
自
身
が
体

験
す
る
必
要
が
あ
る
と
橋
本
さ
ん
は

考
え
た
。
同
時
期
に
舞
台
芸
術
制
作

者
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
：

O
N
‒
P
A
M
）と
い
う
団
体
を
組
織

し
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
ポ
ス
ト

を
次
世
代
に
渡
し
、
代
わ
り
に
上
の

世
代
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
引
き
継

い
で
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
た
と

い
う
。

一
方
で
、
芸
術
の
社
会
的
な
価
値

が
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
問

わ
れ
る
反
面
、
提
示
さ
れ
る
も
の
が

安
易
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
と
指
摘

す
る
橋
本
さ
ん
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
は
、
そ
れ
が
育
ま
れ
た
社
会
と

分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

芸
術
の
価
値
を
啓
蒙
す
る
の
で
は
な

く
、
社
会
に
お
い
て
価
値
あ
る
こ
と

を
受
け
止
め
る
場
所
と
し
て
の
劇
場

の
可
能
性
に
期
待
を
込
め
て
、
議
論

は
閉
じ
ら
れ
た
。
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Next舞台制作塾では講師やゲストの講義
を聞くことにとどまらず、ワークショッ
プを導入しています。
はじめはモチベーションを持っていたと
しても、受け身一辺倒になると、学びの
効果は落ちてしまいます。しかし適切な
インプットとアウトプットを繰り返すこ
とで、「自分の言葉で話す／他人の話を深
く聞く」という良いスパイラルが生まれ、
結果的に学びの質が上がります。
Next舞台制作塾の場合は、個人ワークを
行うこともありますが、特にグループ・
ワークに注目しており、対話型ワークシ
ョップの手法を導入することもしばしば
あります。4人1組で、メンバーを入れ替
えながら話を深めていく「ワールド・カ
フェ」が代表例です。
また、時間を多めにとってディスカッシ
ョン・発表の時間を設けることもあり、受

講生自身の実現させたい企画や、理想
とするフェスティバルのビジョンなど
を受講生同士でシェアすることによっ
て、その後のネットワークにもつなが
っています。
舞台芸術制作者の職能は、ファシリテ
ーターの職能と近い部分が少なからず
あります。教える側の制作者にとって
も、ワークショップを通じてファシリ
テーション・スキルの訓練・実践の良
い機会になったのではないでしょうか。

ワークショップの実践
テキスト：藤原顕太

大
阪
で
行
っ
た
ゼ
ミ
の
最
終
回

は
、
制
作
者
に
な
る
た
め
、
そ

し
て
制
作
者
と
し
て
仕
事
を
続
け
て

い
く
た
め
に
自
分
の
強
み
・
武
器
に

つ
い
て
考
え
る
回
。
宿
題
と
し
て
出

さ
れ
た
「
強
み
」
を
知
る
た
め
の
診

断
テ
ス
ト
結
果
を
各
々
持
参
し
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
ゼ
ミ
に
な
っ
た
。

は
じ
め
に
、
制
作
者
に
必
要
な
資

質
を
受
講
生
が
挙
げ
、
植
松
さ
ん
が

座
標
に
分
類
し
た
。
縦
軸
の
上
が
未

来
、
下
が
過
去
に
関
係
す
る
こ
と
、

横
軸
が
複
数
人
の
協
働
に
よ
る
も
の
、

反
対
が
個
人
に
よ
る
も
の
だ
。
次
に

自
分
の
経
歴
を
振
り
返
り
、
一
番
生

き
生
き
と
活
動
し
て
い
た
と
き
、
苦

し
か
っ
た
と
き
、
そ
う
思
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
理
由
を
書
き
出
し
た
。
そ
し

て
制
作
者
と
し
て
の
自
分
の
強
み
・

弱
み
を
挙
げ
た
。

植
松
さ
ん
は
、
弱
点
を
克
服
す
る

こ
と
も
必
要
だ
が
、
制
作
者
と
し
て

の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
視

点
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。
自
分
に
と
っ
て
弱
み
だ
と
思
っ

て
い
る
こ
と
は
、
ほ
か
の
誰
か
に
は

強
み
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、
自
分
が
い
く
ら
弱
み
を
克
服

し
よ
う
と
努
力
し
て
も
、
そ
れ
が
も

と
も
と
強
み
の
人
に
は
及
ば
な
い
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
既
に
強

み
と
し
て
自
分
に
備
わ
っ
て
い
る
部

分
を
、
人
一
倍
使
え
る
武
器
に
な
る

よ
う
に
磨
い
て
い
く
意
識
が
大
切
だ
。

強
み
に
も
「
知
識
」「
技
術
」「
才

能
」「
身
体
的
・
体
質
的
ボ
ー
ナ
ス
」

の
四
種
が
あ
り
、
先
天
的
な
才
能
及

び
身
体
的
・
体
質
的
ボ
ー
ナ
ス
は
独

自
の
も
の
に
な
る
。
特
に
、
才
能
を

い
か
に
仕
事
に
生
か
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

才
能
と
は
「
一
人
ひ
と
り
独
自
の
も

の
で
あ
り
、
永
続
的
な
も
の
」（
マ
ー

カ
ス
・
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
、
ド
ナ
ル
ド
・
ク

リ
フ
ト
ン
箸
、『
さ
あ
、
才
能
に
目
覚
め

よ
う
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
で
あ

り
、
無
意
識
的
に
備
わ
っ
て
い
る
も

の
で
も
あ
る
。
自
分
自
身
が
も
っ
と

も
成
長
で
き
る
分
野
は
、
一
人
ひ
と

り
が
一
番
の
強
み
と
し
て
持
っ
て
い

る
才
能
を
生
か
せ
る
分
野
だ
。
才
能

は
、
自
分
自
身
が
そ
れ
を
自
覚
す
る

こ
と
で
武
器
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
植
松
さ
ん
は
語
る
。

続
い
て
受
講
生
は
、
宿
題
と
ワ
ー

ク
の
結
果
を
見
比
べ
て
、
生
き
生
き

と
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
、
苦
し
か

っ
た
と
き
の
ど
ち
ら
が
自
分
の
才
能

が
生
か
せ
て
い
た
か
ど
う
か
を
考
え

た
。
制
作
者
と
し
て
の
職
能
は
多
岐

に
わ
た
り
、
す
べ
て
が
で
き
る
万
能

な
制
作
者
は
も
ち
ろ
ん
い
な
い
。
同

じ
組
織
の
な
か
で
も
、
自
分
の
才
能

が
生
か
せ
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

そ
の
人
ら
し
さ
が
生
か
せ
る
場
所
が

ほ
か
に
あ
る
の
に
、
強
み
が
生
か
せ

な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
た
め
に
、

「
組
織
に
と
っ
て
役
に
立
た
な
い
」

と
見
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
残
念
な

こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
そ
の
仕
事
に

ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
や
メ
ン
タ
リ
テ

ィ
が
求
め
ら
れ
、
自
分
の
強
み
が
何

な
の
か
、
そ
れ
が
生
か
せ
る
仕
事
な

の
か
を
ま
ず
考
え
る
こ
と
が
、
制
作

者
に
な
る
た
め
、
そ
し
て
続
け
る
た

め
に
重
要
な
こ
と
だ
。

才
能
を
見
出
し
て
適
切
な
場
所
を

与
え
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
の
で
、

自
分
自
身
で
選
び
取
っ
て
い
く
必
要

も
あ
る
。
特
に
フ
リ
ー
の
制
作
者
に

な
る
と
、
仕
事
を
引
き
受
け
る
／
受

け
な
い
と
い
う
判
断
を
逐
一
す
る
が
、

そ
の
判
断
基
準
を
も
つ
た
め
に
、
自

分
の
強
み
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
。
制
作
の
仕
事
と
自
分
自
身
に

つ
い
て
、
い
つ
も
と
は
異
な
る
視
点

で
捉
え
る
回
に
な
っ
た
。

制
作
者
と
し
て

何
を
武
器
に

す
る
か
？

第12講

舞台芸術制作者になるため、続けるための
実践型アーツマネジメント＠大阪

講師・植松侑子

コラム 2
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劇
団
「
ま
ま
ご
と
」
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
宮
永
琢

生
さ
ん
の
ゼ
ミ
で
、「
仕
事
と
表
現

の
両
立
」
に
関
す
る
お
話
を
伺
う
回
。

後
半
は
宮
永
さ
ん
が
立
て
た
問
い
へ

の
回
答
を
参
加
者
が
発
表
す
る
形
式

を
と
っ
た
。

“
演
劇
と
は
何
の
た
め
に
あ
る

か
〟
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
か
ら
講

義
が
ス
タ
ー
ト
。
宮
永
さ
ん
自
身
が

出
し
た
結
論
は
「
自
分
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
自
分
た
ち
が
や
り
た
い

表
現
活
動
で
お
金
を
稼
ぐ
と
い
う
こ

と
は
、
じ
つ
は
や
り
方
次
第
で
両
立

で
き
る
と
宮
永
さ
ん
は
語
る
。
制
作

の
仕
事
と
は
、
作
品
の
創
作
に
携
わ

る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
で
き
あ
が

る
作
品
を
商
品
と
し
て
捉
え
、
ど
の

よ
う
に
売
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
い

く
こ
と
だ
。
作
品
が
で
き
あ
が
っ
て

か
ら
考
え
る
の
で
は
遅
い
。
そ
し
て

そ
の
収
入
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、

プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
く
。
ほ
か
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
稼
い
だ
お
金
を
補
て

ん
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
、

不
慮
の
で
き
ご
と
に
よ
る
公
演
の
中

止
な
ど
、
大
幅
な
赤
字
が
出
た
場
合

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

規
模
の
大
き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

個
人
の
責
任
で
は
な
く
集
団
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

小
劇
場
で
実
績
が
認
め
ら
れ
、
活

動
が
広
が
っ
て
い
く
場
合
、
予
算
規

模
も
大
幅
に
変
わ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
収

入
に
加
え
、
助
成
金
や
地
方
自
治
体

の
資
金
を
得
な
が
ら
、
運
営
を
支
え

て
い
く
方
法
も
有
効
だ
。
ま
ま
ご
と

の
場
合
、
地
方
の
自
治
体
や
公
共
ホ

ー
ル
と
の
共
同
制
作
資
金
を
も
と
に

助
成
金
も
得
な
が
ら
、
国
内
を
転
々

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
考
え
る
べ
き
こ

と
は
、
作
品
を
誰
に
届
け
る
か
、
そ

し
て
誰
と
つ
く
る
の
か
、
つ
ま
り

「
客
層
」
と
「
資
金
源
」
だ
。
そ
れ
は
芸

能
界
な
ど
の
商
業
的
な
規
模
の
作
品

な
ら
尚
更
の
こ
と
。
自
分
た
ち
に
し

か
で
き
な
い
表
現
を
つ
く
り
、
か
つ

そ
れ
を
商
品
と
し
て
売
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仕
事
を
オ
フ
ァ

ー
し
て
く
れ
る
側
に
対
し
て
、
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
か
に
ベ
ス
ト

な
状
態
で
生
み
出
せ
る
か
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
宮
永
さ
ん
は
語
る
。

続
い
て
、
宮
永
さ
ん
か
ら
の
問
い

に
受
講
生
が
答
え
る
パ
ー
ト
へ
。
自

分
た
ち
の
表
現
活
動
に
お
い
て
、
主

に
ど
の
よ
う
な
お
客
さ
ん
を
想
定
し

て
い
く
か
と
い
う
問
い
が
投
げ
か
け

ら
れ
た
。
客
層
を
広
げ
る
た
め
に
大

切
な
の
は
、
新
し
い
お
客
さ
ん
に
出

会
い
、
作
品
を
新
鮮
に
届
け
ら
れ
る

方
法
を
考
え
続
け
る
こ
と
。
そ
の
よ

う
な
意
識
で
活
動
し
な
け
れ
ば
動
員

は
増
え
な
い
。

広
報
・
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
ど
ん

な
カ
ン
パ
ニ
ー
も
大
体
同
じ
よ
う
な

手
法
で
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、
情

報
だ
け
は
世
の
な
か
に
あ
ふ
れ
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
か
ら

自
分
た
ち
を
お
客
さ
ん
に
選
ん
で
も

ら
う
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず

自
分
自
身
が
自
分
た
ち
の
作
品
を

“
観
た
い
〟
と
思
え
る
か
ど
う
か
だ
。

従
来
の
宣
伝
方
法
を
取
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
客
層
が
な
る

べ
く
離
れ
な
い
よ
う
に
、
今
ま
で
の

や
り
方
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

く
必
要
も
あ
る
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
、
表
現
活
動
と

ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

の
は
、「
観
客
の
存
在
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
か
」、「
表
現
活
動
か
ら
金

銭
の
生
み
出
し
方
の
多
様
性
を
探
る

こ
と
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

未
来
へ
の
方
程
式

―
い
く
つ
か
の
症
例
と

　「
ま
ま
ご
と
」の
遊
び
方
―

-Next Lab-舞台制作と「越境」
～国際フェスティバル／劇場／ドラマトゥルク～

宮永琢生ゼミ岸本佳子ゼミ

創造と
ビジネス

ミュージカルとドラマトゥルク
ゲスト講師：小嶋麻倫子（東宝株式会社 演劇部 プロデューサー） 第13講

第14講

ゲ
ス
ト
の
小
嶋
麻
倫
子
さ
ん
は
、

劇
場
を
持
つ
興
行
会
社
、
東

宝
株
式
会
社
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
も
と
も
と
は

N
Y
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ド
ラ
マ

タ
ー
グ
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
日
本

に
戻
り
、
現
在
は
年
間
約
5
本
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
と
、
お
芝
居
を
1
本
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
。
ご
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
や
、
興
行
の
視
点
、
そ
し

て
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
の
職
能
と
雇
用

に
つ
い
て
ま
で
話
題
は
広
が
っ
た
。

ド
ラ
マ
タ
ー
グ
と
し
て
の
最
初
の

仕
事
で
は
、
作
家
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
作

品
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
と
い
う
。

作
家
の
個
人
的
な
意
図
が
お
客
さ
ん

の
理
解
を
得
に
く
い
場
合
な
ど
、
ド

ラ
マ
タ
ー
グ
と
し
て
提
案
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
作
家
の
信
頼
を
得
て
い

た
こ
と
で
「
麻
倫
子
が
そ
う
言
う
な

ら
」
と
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、

内
容
を
調
整
し
て
い
た
と
い
う
。
そ

の
結
果
作
品
は
お
客
さ
ん
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
当
初
オ
フ
・
オ
フ
・
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
の
99
席
の
劇
場
で
上
演

し
て
い
た
作
品
が
、
弁
護
士
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
出
資
な
ど
の
条

件
も
重
な
り
、
オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
の
3
0
0
席
の
商
業
的
な
劇
場

で
上
演
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ド
ラ
マ

タ
ー
グ
と
し
て
活
動
を
し
て
い
く
た

め
に
は
「
こ
の
人
じ
ゃ
な
い
と
い
け

な
い
」
と
い
う
理
由
が
な
い
と
な
か

な
か
仕
事
が
来
に
く
い
と
小
嶋
さ
ん

は
語
る
。
例
え
ば
あ
る
分
野
に
専
門

性
が
秀
で
て
い
る
こ
と
、
言
語
の
ス

キ
ル
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。
最
初
は
そ
れ
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
ほ
か

の
仕
事
で
生
活
費
を
ま
か
な
い
な
が

ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
仕
事
を
受
け

る
と
い
う
姿
勢
が
大
切
だ
。

話
題
は
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場

に
お
け
る
通
訳
や
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル

ク
と
制
作
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
話
に
広
が
る
。

一
度
稽
古
場
に
入
っ
た
ら
、
各
ス
タ

ッ
フ
が
協
力
し
て
補
い
合
い
な
が
ら

現
場
を
ま
わ
す
と
い
う
意
識
が
大
切

で
は
な
い
か
と
小
嶋
さ
ん
は
指
摘
す

る
。「
通
訳
で
も
ド
ラ
マ
タ
ー
グ
で

も
、
自
分
の
仕
事
は
こ
こ
か
ら
こ
こ

ま
で
、
と
決
め
て
対
応
し
よ
う
と
す

る
方
は
い
ま
す
。
で
も
ド
ラ
マ
タ
ー

グ
と
し
て
の
専
門
分
野
や
強
い
個
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
融
通
が
利

か
な
い
と
い
う
こ
と
は
違
う
と
私
は

思
っ
て
い
て
、
現
場
で
向
き
合
っ
て

い
る
こ
と
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ

と
、
そ
こ
に
楽
し
み
を
い
か
に
見
出

す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
」。

小
嶋
さ
ん
は
最
後
に
、
ド
ラ
マ
ト

ゥ
ル
ク
と
し
て
の
資
質
は
何
か
？
と

い
う
問
い
を
岸
本
さ
ん
に
投
げ
か
け

る
。「
何
か
を
表
現
し
た
い
人
が
い

る
時
に
、
そ
れ
を
社
会
に
届
け
る
た

め
に
間
に
入
る
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー

（
媒
介
者
）
と
し
て
つ
な
げ
る
能
力
」

と
答
え
る
岸
本
さ
ん
。
そ
し
て
ふ
た

り
か
ら
大
切
な
の
は
「
人
間
力
」
だ

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
狭
い
演

劇
業
界
の
中
で
は
、
ス
キ
ル
や
学
歴

の
高
さ
で
は
な
く
、
ま
ず
は
こ
の
人

と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。

作
品
の
「
内
容
」
を
見
に
来
て
く

れ
る
お
客
さ
ん
を
大
切
に
し
た
い
と

語
る
小
嶋
さ
ん
。
お
客
さ
ん
と
作
品

を
共
有
す
る
場
を
大
切
に
し
て
い
る

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
小
嶋
さ

ん
の
言
葉
で
、
講
座
は
締
め
く
く
ら

れ
た
。
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岸本ゼミでは、メインとなる講義のほかに、各回「英語塾」
の時間を設けました。多くの人は長い学校教育の中で英語
の授業を受けてきたはずですが、実際に使うとなるとなか
なか難しいものです。岸本さんは、「頭の中で眠っている単
語や文法の固まりの中から、必要な場面で必要なところだ
けを引き出すためのとっかかり」が大切だと言います。
英語塾は、「知っていること」と「実際に使うこと」との間
をつなぐヒントを提供することを目指して行われました。ま
ず基本として、舞台用語を英語で確認したり、英文メール
の実例を読んだり、よく使う会話表現の練習をしたりしま
した。受講生の英語の習得レベルは人それぞれでしたが、ほ
とんど英語に触れていなかった人でも会話の時間は熱心に
相手とコミュニケーションを取り、学びにいそしみました。
また、ステップアップとして、英語で書かれた公演情報や、
海外の上演団体のプロフィール、英文の劇評を読んだりも
しました。日本人アーティストによる作品の英文劇評を読
んだ際には、日本での評価と海外での評価の違いを確認す
ることもでき、語学学習にとどまらない広がりのある時間
になりました。

舞台制作に役立つ英語の知識を学ぶ「岸本ゼミの英語塾」
テキスト：斉木香苗

　

グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
見
る
舞
台
制
作

舞台芸術のネットワークの広がりは、
日本の各地域はもちろん、
海外の劇場やフェスティバルとの協働など、
多様な可能性があります。
その一端に触れる計6講義をレポートします。

コラム 3プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ポ
ー
ト
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新しい地図を
創るために

木元太郎ゼミ

地
域
を
考
え
る

第15講

第16講

青
年
団
の
制
作
、
こ
ま
ば
ア
ゴ

ラ
劇
場
の
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ト

リ
エ
春
風
舎
の
支
配
人
を
兼
任
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
木

元
太
郎
さ
ん
。
国
内
の
各
地
か
ら
ゲ

ス
ト
を
招
く
本
ゼ
ミ
で
、
今
回
は
劇

団
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
主
宰
、
四
国
学
院

大
学
准
教
授
の
西
村
和
宏
さ
ん
を
迎

え
ご
自
身
の
活
動
か
ら
四
国
の
演
劇

事
情
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
お
話
を

聞
い
た
。

第
三
エ
ロ
チ
カ
を
経
て
青
年
団
演

出
部
に
所
属
し
た
西
村
さ
ん
は
、
四

国
学
院
大
学
に
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
が

総
指
揮
の
も
と
新
設
し
た
演
劇
コ
ー

ス
の
講
師
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
を
目
的
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た

コ
ー
ス
の
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
任

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
演
劇
の
公
共
性

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

育
む
教
育
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、

平
田
さ
ん
の
書
籍
や
青
年
団
で
の
体

験
を
通
し
て
理
論
的
に
知
っ
て
は
い

た
も
の
の
、
教
育
者
と
し
て
実
践
す

る
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
西
村
さ
ん
。

当
初
は
半
信
半
疑
で
教
育
の
現
場
に

入
っ
た
と
い
う
。
着
任
1
年
目
、
大

学
に
は
演
劇
を
専
門
的
に
学
び
た
い

人
は
少
な
か
っ
た
が
、
い
じ
め
の
経

験
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
学
生
た
ち
が
い
た
。

彼
ら
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
演
劇

の
授
業
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る

種
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
働

い
た
り
、
新
し
い
可
能
性
を
ひ
ら
く

き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う

こ
と
を
、
西
村
さ
ん
は
身
を
も
っ
て

体
験
し
た
と
い
う
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
育
成
に
直
接
的
に
は
結
び
つ
か
な

く
て
も
、
演
劇
コ
ー
ス
に
は
こ
の
よ

う
な
意
義
が
あ
る
。
大
学
の
方
針
と

し
て
も
、
地
域
の
芸
術
文
化
に
貢
献

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
意
識

さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
西
村
さ
ん
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
の
活
動
へ
と
話
題
が
展
開

し
た
。
香
川
へ
拠
点
を
移
し
た
当
初
、

舞
台
芸
術
の
こ
と
を
よ
く
知
る
専
門

家
が
行
政
の
中
に
も
外
に
も
少
な
か

っ
た
た
め
、
自
ら
が
動
い
て
物
事
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
苦

労
し
た
と
い
う
。
地
方
で
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
て
一
番
変
わ
っ
た
の
は
、

観
客
だ
っ
た
。
多
く
の
お
客
さ
ん
が

観
劇
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
劇
場

に
来
た
だ
け
で
緊
張
を
し
て
い
た
。

西
村
さ
ん
は
そ
の
よ
う
な
観
客
た
ち

の
身
体
性
を
意
識
し
て
、
前
説
や
ア

フ
タ
ー
ト
ー
ク
、
事
前
の
広
報
な
ど

の
対
応
を
工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

東
京
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
と
、

心
理
的
に
疲
弊
し
て
い
く
団
体
も
少

な
く
は
な
い
。
長
年
活
動
を
続
け
て

い
く
中
で
新
し
い
表
現
に
行
き
詰
ま

っ
た
際
に
は
、
別
の
地
域
に
目
を
向

け
る
こ
と
で
何
ら
か
の
打
開
策
を
探

る
こ
と
も
有
効
だ
。

地
域
の
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
に
は
、
同
じ
土
地
に
住
み
活
動

す
る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。
偶
然
に
も
西
村
さ
ん
は
香
川
大

学
が
出
身
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
行

政
の
人
か
ら
も
親
し
み
を
も
っ
て
接

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。
地
域

で
は
、
東
京
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、

地
元
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む
気

持
ち
が
信
頼
関
係
を
生
む
。
作
品
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
方
言
や
文
化
な

ど
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
を
反
映
し
て

外
に
も
ち
出
す
こ
と
で
、
地
域
へ
の

興
味
を
喚
起
す
る
手
法
も
あ
り
得
る

と
西
村
さ
ん
は
指
摘
し
た
。

地
域
で
の
活
動
に
お
け
る
多
様
な

視
点
を
考
察
す
る
回
と
な
っ
た
。

国
際
的
に
活
動
を
展
開
す
る
カ

ン
パ
ニ
ー
・
青
年
団
に
制
作

者
と
し
て
長
年
関
わ
っ
た
実
績
を
も

つ
西
山
葉
子
さ
ん
。
本
講
義
で
は
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え

な
が
ら
、
舞
台
芸
術
の
国
際
事
業
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
。

平
田
オ
リ
ザ
率
い
る
青
年
団
が
最

初
に
海
外
に
進
出
す
る
き
っ
か
と
な

っ
た
の
は
、1
9
9
8
年
の
F
I
F
A

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
の

関
連
企
画
と
し
て
開
か
れ
た
、
演
劇

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
「
テ
ア
ト
ル
・

デ
ュ
・
モ
ン
ド
」
だ
っ
た
。
日
本
代

表
に
選
ば
れ
た
平
田
さ
ん
に
『
東
京

ノ
ー
ト
』
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ス
バ
ッ
ク
演

出
）
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
。
本
作

は
2
年
後
に
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し

て
上
演
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
フ
ィ

ス
バ
ッ
ク
は
、
平
田
さ
ん
以
外
の
戯

曲
と
青
年
団
の
俳
優
を
用
い
た
習
作

に
取
り
組
み
、
青
年
団
の
ス
タ
イ
ル

を
理
解
し
た
う
え
で
平
田
戯
曲
を
演

出
す
る
と
い
う
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ん
だ
。
良
い
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が
っ
た
こ
の
と
き
の
経
験
を
機

に
、
以
降
の
国
際
共
同
製
作
で
青
年

団
は
、
数
年
に
わ
た
る
密
な
交
流
を

図
っ
て
い
る
。
見
ず
知
ら
ず
の
劇
場

や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
作
品
を
売
り

込
む
こ
と
か
ら
は
生
ま
れ
な
い
信
頼

関
係
を
育
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
と
西
山
さ
ん
は
語
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
か
ら
フ
ィ
ス
バ
ッ
ク
の

周
辺
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か

ら
も
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
交

流
と
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が

っ
た
。

演
劇
作
品
の
海
外
上
演
に
お
い
て

は
、
戯
曲
の
翻
訳
は
不
可
欠
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
た
め
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

公
演
の
際
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ

れ
た
こ
と
も
、
活
動
が
広
が
っ
た
き

っ
か
け
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
交
流
の
な
か
で
、
青
年

団
は
相
手
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
日
本

で
の
公
演
機
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の

関
係
性
を
築
い
て
い
っ
た
。

国
際
事
業
に
お
け
る
重
要
な
側
面

の
ひ
と
つ
は
資
金
の
調
達
だ
。
比
較

的
多
額
の
助
成
金
を
出
す
日
本
の
機

関
は
文
化
庁
、
国
際
交
流
基
金
、
ア

ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
、
セ
ゾ
ン
文

化
財
団
な
ど
に
限
ら
れ
る
が
、
海
外

の
劇
場
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
視
野

に
入
れ
れ
ば
選
択
肢
が
広
が
る
と
西

山
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
ま
た
カ
ン
パ

ニ
ー
メ
ン
バ
ー
全
員
の
招
へ
い
が
難

し
く
て
も
、
劇
作
家
や
演
出
家
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
単
身
の
招
へ
い
な
ら

ば
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
場
合
で
も

現
地
の
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
を
通
し
て
、
さ
ら
な
る
展
開
を

切
り
ひ
ら
く
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
。

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
ず
し
も

国
内
外
の
演
劇
業
界
人
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
青
年
団
で
は
、
大
阪
大

学
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
石
黒
教
授
や
、

日
本
語
教
育
の
現
場
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
的
な
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
に
日
本
の
文
脈
を
意
識
し
、
体
現

す
る
団
体
と
し
て
対
外
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
戦
略
も
有
効
だ
。

こ
の
よ
う
に
国
際
交
流
を
深
め
て

い
く
な
か
で
、
青
年
団
は
外
交
の
ス

キ
ル
を
も
つ
団
体
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
。
些
細
な
き
っ
か
け
を
見
逃

さ
ず
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
同
士
、
あ
る
い
は
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
社
会
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
い
く
視
点
の
必
要
性
が
確

認
さ
れ
た
。

舞台制作と越境2
～2021年の話からはじまる
海外公演の戦略と実践スキル～

西山葉子ゼミ

国際事業のさまざまな手法、戦略の立て方、
受け入れ先・パートナーの探し方
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舞
台
制
作
と「
越
境
」

～
国
際
フ
ェ
ス
ティ
バル
／

　
劇
場
／
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
～

舞台制作と「越境」
～国際フェスティバル／劇場／ドラマトゥルク～

岸
本
佳
子
ゼ
ミ

岸本佳子ゼミ

海外のフェスティバル基本情報集
（イントロダクション）

第17講

第18講

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

本
ゼ
ミ
の
狙
い
が
語
ら
れ
る
。

ゼ
ミ
の
名
前
に
あ
る
「
ド
ラ
マ
ト
ゥ

ル
ク
」
と
い
う
単
語
を
解
説
す
る
岸

本
さ
ん
。
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
と
は
、

演
出
家
や
振
付
家
と
と
も
に
作
品
を

つ
く
る
人
。
リ
サ
ー
チ
や
、
観
客
・

劇
場
の
分
析
な
ど
を
行
う
た
め
、
研

究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
が
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ド
ラ
マ
ト
ゥ

ル
ク
の
役
割
は
、
お
客
さ
ん
に
ど
の

よ
う
に
作
品
を
伝
え
る
か
を
考
え
、

作
品
の
内
容
面
に
関
わ
る
こ
と
だ
。

「
制
作
と
い
う
仕
事
の
枠
組
み
や
先

入
観
を
取
っ
払
い
、
役
割
を
考
え
て

み
て
は
？
」
と
い
う
受
講
生
へ
の
問

い
か
け
か
ら
講
義
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
海
外
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
情
」。
ま
ず
は
世

界
三
大
演
劇
祭
と
呼
ば
れ
る
「
ア
ヴ

ィ
ニ
ョ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）」「
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
（
U
K
）」「
シ
ビ
ウ
（
ル
ー
マ
ニ

ア
）
が
話
題
に
。“
三
大
〟
と
さ
れ
る

理
由
は
、
予
算
の
規
模
だ
そ
う
。
国

際
交
流
基
金
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、

演
劇
祭
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
が
充
実
し
て
い
る
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
よ
う
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
と

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
は
、
戦
後
1
9
4
7

年
に
、
文
化
に
よ
っ
て
人
間
の
精
神

を
豊
か
に
す
る
と
い
う
意
識
で
設
立

さ
れ
た
。
2
つ
の
演
劇
祭
の
特
徴
と

し
て
、
誰
も
が
出
演
者
と
し
て
参
加

で
き
る
「
フ
リ
ン
ジ
」「
O
F
F
」
と

呼
ば
れ
る
枠
組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
に
は
観
客
が
バ
カ
ン

ス
を
兼
ね
て
訪
れ
る
の
も
興
味
深
い
。

共
産
圏
・
ル
ー
マ
ニ
ア
の
シ
ビ
ウ
は
、

革
命
の
際
に
劇
場
が
燃
や
さ
れ
る
事

件
が
あ
り
、
1
9
9
3
年
に
そ
の
復

興
を
目
的
に
設
立
し
た
。

「
ク
ン
ス
テ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」（
ベ
ル
ギ
ー
／
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
実
験
的
な

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ク
リ
ス
ト
フ
・
ス
ラ
フ
マ
イ
ル
ダ

ー
は
、
チ
ェ
ル
フ
ィ
ッ
チ
ュ
を
海
外

で
最
初
に
紹
介
し
た
人
だ
。
評
価
の

確
立
し
て
い
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

取
り
上
げ
る
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

な
都
市
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

成
り
立
ち
を
見
る
と
、
個
性
の
す
み

分
け
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
劇
場
で
押
さ
え
て
お
き
た
い

も
の
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

「
ウ
ィ
ー
ン
芸
術
週
間
」、
ド
イ
ツ
の

「
ベ
ル
リ
ン
演
劇
祭
」「H

ebbel am
 

U
fer

（
H
A
U
）」
な
ど
が
あ
る
。

一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
、
演
劇
と
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
強
く
結
び

つ
い
て
い
る
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
を
扱
う
主
要
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
劇
場
が
な
く
、「
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
レ
ー
ダ
ー
」
の
よ
う
な
小
規
模
・

低
予
算
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
乱
立

し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
演
劇

シ
ー
ン
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
側
面

が
あ
る
。

そ
し
て
ア
ジ
ア
で
は
「
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
ボ
ム
」（
韓
国
／
ソ
ウ
ル
）

が
2
0
0
7
年
に
設
立
、
中
国
で
は

北
京
の
ポ
ン
ハ
オ
劇
場
で
「
何
鑼
鼓

巷
（
な
ん
ら
こ
こ
う
）」
と
い
う
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
2
0
1
0
年
に
ス
タ

ー
ト
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
派
生
し
て
き
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
文
脈
を
、
ア
ジ

ア
で
い
か
に
考
え
て
い
く
か

―
。

今
後
の
講
座
で
は
、
日
本
の
文
化
政

策
が
抱
え
る
課
題
に
切
り
込
ん
で
い

く
と
し
て
、
こ
の
日
の
講
義
が
締
め

く
く
ら
れ
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ

ョ
ー
の
制
作
を
経
て
、
文
化

庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
っ
て
い
る
ウ
ル
リ
ケ
・
ク

ラ
ウ
ト
ハ
イ
ム
さ
ん
。
そ
も
そ
も
な

ぜ
日
本
で
働
こ
う
と
思
っ
た
の
か
、

岸
本
さ
ん
が
問
う
。
ド
イ
ツ
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
る
リ
ア
リ
ズ
ム

の
演
劇
と
は
別
の
作
品
に
触
れ
て
み

た
か
っ
た
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た

が
、
個
人
主
義
が
根
底
に
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
は
、
別
の
価
値
観
で
動
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
日
本
に
興
味

を
持
っ
た
と
語
る
ウ
ル
リ
ケ
さ
ん
。

2
0
1
3
年
ま
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
が
コ
ン
セ
プ
ト
を
立
て
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
作
品
を
選
び
紹
介
す
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
型
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
だ

っ
た
が
、
多
く
の
日
本
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
で
は
な

い
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
社
会
の
現

状
に
対
し
て
批
評
性
を
も
つ
た
め
に

は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
透
明
な
形
で

責
任
を
も
つ
体
制
が
必
要
で
あ
る
と

ウ
ル
リ
ケ
さ
ん
は
指
摘
し
た
。

ア
ー
ト
が
批
評
性
を
も
つ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
、
ウ
ィ
ー
ン
芸
術

週
間
で
上
演
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
の
演

出
家
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ュ
リ
ン
ゲ

ン
ジ
ー
フ
の
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
愛

し
て
ね
！
』
が
紹
介
さ
れ
る
。
本
作

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
タ
イ

ト
ル
は
『
外
国
人
よ
、
出
て
行
け
！
』。

数
名
の
移
民
が
生
活
す
る
コ
ン
テ
ナ

ハ
ウ
ス
を
つ
く
り
、
観
客
の
投
票
で

追
い
出
す
移
民
を
決
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
移
民
を
制
限
し
て
い
た
当

時
の
政
権
へ
の
風
刺
を
込
め
た
作
品

だ
。
演
出
家
自
ら
が
会
場
で
観
客
と

議
論
を
し
て
、
民
主
主
義
と
は
何
か

を
問
う
作
品
で
も
あ
っ
た
。
日
本
に

は
社
会
問
題
や
政
治
を
扱
う
作
品
を

紹
介
し
に
く
い
風
潮
が
あ
る
。「
日

本
で
は
社
会
を
批
評
す
る
手
段
が
演

劇
で
あ
る
必
然
性
が
な
い
の
で

は
？
」
と
岸
本
さ
ん
。

一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
近
話

題
に
な
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
政

治
家
、
ヘ
ル
ト
・
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
が

「
ア
ー
ト
は
左
翼
の
趣
味
で
あ
る
」

と
発
言
し
た
こ
と
だ
。
ア
ー
ト
を
趣

味
の
レ
ベ
ル
に
落
と
し
て
し
ま
う
こ

と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
威
信
に
関
わ
る

問
題
発
言
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
ア

ー
ト
と
社
会
が
断
絶
し
て
き
て
い
る

の
で
は
、
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
。

「
ク
ン
ス
テ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
デ
ザ
ー
ル
」
を
長
年
に
わ
た
り

牽
引
し
て
き
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
フ

リ
ー
・
レ
イ
セ
ン
は
、「
観
客
を
過
小

評
価
し
て
は
い
け
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
日
本
の
行
政
か
ら
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま

で
楽
し
め
る
わ
か
り
や
す
い
作
品
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ウ

ル
リ
ケ
さ
ん
は
「
そ
れ
こ
そ
が
観
客

の
過
小
評
価
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

す
る
。
単
純
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
作
品
し
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い

う
決
め
つ
け
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

―
。
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
か
ら
連
綿
と

続
く
演
劇
の
歴
史
が
あ
り
、
演
劇
が

社
会
に
応
答
す
る
こ
と
、
政
治
性
を

持
つ
こ
と
の
必
然
性
が
あ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
シ
ー
ン

が
獲
得
し
て
き
た
社
会
性
や
批
評
性

は
、
歴
史
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ
。

そ
の
文
脈
を
、
日
本
に
簡
単
に
は
イ

ン
ス
ト
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
が
演
劇

シ
ー
ン
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
、

議
論
の
続
き
は
現
場
へ
と
持
ち
越
さ

れ
た
。

「外からの視点」と「内側からの視点」
ゲスト講師：ウルリケ・クラウトハイム（舞台芸術コーディネーター）
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舞台制作と「越境」
～国際フェスティバル／
　劇場／ドラマトゥルク～

岸本佳子ゼミ

第19講

第20講

韓
国
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ボ

ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る

イ
・
ス
ン
ヒ
ョ
ウ
さ
ん
。
講
義
で
は
、

ボ
ム
の
理
念
や
課
題
、
そ
し
て
掲
げ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

視
点
が
語
ら
れ
た
。

イ
さ
ん
が
ボ
ム
の
二
代
目
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
就
任
し
た
の
は
2
0
1
3

年
。
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
制
作

者
を
育
成
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
っ
た
。
一
緒
に
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
運
営
す
る
、
国
際
交
流
が

で
き
る
専
門
家
の
人
材
不
足
を
感
じ

て
い
た
か
ら
だ
。
若
い
人
た
ち
と
一

緒
に
勉
強
を
し
な
が
ら
ボ
ム
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
た
イ
さ
ん
は
、

「
1
1
1
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い

う
ア
カ
デ
ミ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。
こ

の
名
前
に
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

劇
場
で
専
門
家
と
し
て
仕
事
を
す
る

た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
10
の
国
に

行
き
、
1
0
0
の
作
品
を
見
て
、

1
0
0
0
人
に
出
会
う
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
舞
台
芸
術
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
が
、
イ

さ
ん
が
求
め
て
い
た
の
は
た
だ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
材
で

は
な
い
。
多
様
な
文
化
を
背
景
と
し

て
も
つ
作
品
群
に
、
自
分
の
価
値
観

を
も
っ
て
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

人
だ
。
韓
国
で
は
ア
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
志
す
学
生
が
多
く
、
現
場
で

働
く
チ
ャ
ン
ス
を
手
に
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
け
れ
ど
も
ア
ー
ト
の
仕
事

を
掴
む
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
切
り
開
い

て
い
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
若
い
人
た
ち
に

伝
え
た
い
と
考
え
、
イ
さ
ん
は
ア
カ

デ
ミ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
し
て
活
動
を
続
け
る
た
め

に
は
、
人
生
を
か
け
ら
れ
る
作
品
に

出
会
う
こ
と
が
必
要
で
、
失
敗
を
繰

り
返
し
な
が
ら
成
功
の
実
感
を
掴
ん

だ
り
、
自
分
の
趣
向
を
知
っ
た
り
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
イ
さ
ん
は
語
る
。

続
い
て
ボ
ム
で
の
3
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は

「
多
元
（
ダ
ウ
ォ
ン
）
芸
術
」。
韓
国
の

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
2
0
0
5
年

に
「
ダ
ウ
ォ
ン
芸
術
」
と
い
う
枠
組

み
を
つ
く
り
、
2
0
0
7
年
に
は
ダ

ウ
ォ
ン
芸
術
を
扱
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
し
て
韓
国
で
最
大
規
模
の
ボ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
ダ
ウ
ォ
ン
芸

術
」
は
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
美
術
、
音

楽
、
伝
統
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
当

て
は
ま
ら
な
い
芸
術
を
支
援
す
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
枠
組
み
で
あ
り
、

当
初
、
明
確
な
定
義
は
な
か
っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
イ
さ
ん
は
独
自
に
ダ

ウ
ォ
ン
芸
術
を
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
in
コ
リ
ア
」
と
定
義
し
た
。
ひ
と

つ
目
は
ダ
ウ
ォ
ン
芸
術
を
、
形
式
で

は
な
く
、
新
し
い
態
度
と
し
て
、
韓

国
で
生
ま
れ
た
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ア
ー
ト
」
を
指
す
言
葉
と
し
て
定

義
す
る
と
い
う
提
案
だ
。
2
つ
目
は

「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と
し
た
“
ア
ー
ト
ヒ
ス
ト
リ

ー
〟
と
は
別
の
文
脈
で
、
韓
国
に
は

韓
国
の
、
日
本
に
は
日
本
の
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
が
あ
る
。
ダ
ウ

ォ
ン
芸
術
の
定
義
と
直
接
的
に
結
び

つ
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
ロ
ー
カ

ル
の
基
準
が
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
3

つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
相
互

参
照
（
ク
ロ
ス
・
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
）」
が

挙
げ
ら
れ
た
。
西
洋
の
歴
史
や
理
論

を
参
照
し
て
文
化
を
分
析
す
る
の
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
自
国
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
個
人
を
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
と

し
て
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
に
可
能
性

が
あ
る
。
イ
さ
ん
の
価
値
観
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
た
講
義
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
講
義
は
、
劇
場
の
歴

史
か
ら
話
題
が
ス
タ
ー
ト
。

「
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
型
」
の
額
縁
舞
台

が
登
場
し
た
の
は
、
17
世
紀
の
バ
ロ

ッ
ク
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
。
初
期
の

劇
場
は
、
王
と
い
う
絶
対
的
な
権
力

で
市
民
を
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
舞
台
が
あ
っ
た
。
以
降
、
観
る
も

の
・
観
ら
れ
る
も
の
と
い
う
二
項
対

立
の
前
提
の
上
に
劇
場
制
度
が
確
立

す
る
。
18
世
紀
に
な
る
と
、
ル
ソ
ー

は
人
々
が
集
ま
り
共
同
体
が
生
ま
れ

る
契
機
と
し
て
の
演
劇
の
あ
り
方
を

著
書
『
演
劇
に
つ
い
て
』
の
中
で
指

摘
し
、
こ
れ
ま
で
分
断
さ
れ
て
い
た

観
客
と
舞
台
と
い
う
二
項
対
立
に
別

の
視
点
が
生
ま
れ
た
。

続
い
て
各
国
の
劇
場
シ
ス
テ
ム
と

文
化
政
策
の
話
題
へ
。
フ
ラ
ン
ス
に

は
王
政
の
時
代
か
ら
政
府
に
よ
る
大

規
模
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
が
あ
り
、

現
在
も
文
化
予
算
は
日
本
の
10
倍
に

及
ぶ
1
%
近
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

国
民
の
文
化
に
対
す
る
意
識
も
高
く
、

歴
代
の
文
化
大
臣
は
「
文
化
の
民
主

化
」
を
推
し
進
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
国
立
劇
場
、
市
立
劇
場
な
ど
が
権

威
を
も
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
劇
場

の
特
徴
は
、
文
化
政
策
に
関
す
る
権

限
が
州
に
属
す
る
連
邦
制
に
あ
る
。

文
化
に
対
す
る
財
政
支
出
の
9
割
以

上
が
州
と
地
方
政
府
に
よ
る
も
の
で
、

国
か
ら
の
補
助
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

特
に
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
フ
ォ
ル
ク
ス

ビ
ュ
ー
ネ
や
シ
ャ
ウ
ビ
ュ
ー
ネ
な
ど
、

芸
術
館
監
督
の
ブ
レ
ゼ
ン
ス
が
大
き

い
劇
場
が
存
在
感
を
も
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
大
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
芸

術
と
ス
ポ
ー
ツ
が
一
体
と
な
っ
た
枠

組
み
で
文
化
を
と
ら
え
、「
ア
ー
ム

ズ
レ
ン
グ
ス
（arm

’s length

）」
の

原
則
を
持
つ
。
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
ツ

カ
ウ
ン
シ
ル
が
政
府
に
対
し
て
「
お

金
は
出
す
け
ど
口
は
出
す
な
」
と
い

う
意
図
で
使
っ
た
用
語
だ
。
イ
ギ
リ

ス
は
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
力
が
強

く
、
日
本
も
参
考
に
し
た
部
分
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
劇
場
の
資
金
源
が
主
に
公

的
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
一
方
、
ア
メ
リ

カ
は
寄
付
文
化
に
よ
っ
て
成
立
し
て

い
る
。
劇
場
年
間
予
約
会
員
制
度

「
サ
ブ
ス
ク
ラ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
」
に

よ
っ
て
、
指
定
さ
れ
る
会
員
招
待
日

に
指
定
席
で
観
劇
が
で
き
る
こ
と
が

ス
テ
ー
タ
ス
と
さ
れ
る
。
し
か
し
会

員
の
高
齢
化
が
世
代
交
代
に
う
ま
く

適
応
が
で
き
ず
、
財
源
を
確
保
す
る

た
め
会
員
が
好
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
偏

り
、
実
験
的
・
先
鋭
的
な
作
品
が
上

演
で
き
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
も
指
摘
さ

れ
た
。

ま
た
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
日
本

の
文
化
政
策
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る

側
面
が
大
き
い
。
日
本
で
は
2
0
1 

2
年
に
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性

化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。

劇
場
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
ソ
フ
ト
面
の
法
的
根
拠
が
で
き

た
。
一
方
、
2
0
0
3
年
に
は
指
定

管
理
者
制
度
が
制
定
さ
れ
、
公
の
施

設
を
民
間
が
管
理
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
継
続
し
た
指
定
を
受
け
ら

れ
る
保
障
は
な
い
。
民
間
の
管
理
者

と
し
て
は
、
人
材
育
成
や
運
営
計
画

に
お
い
て
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
こ
と
が
で
き
ず
、
適
切
な
運
営
が

で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
市
場
に
乗
ら
な

い
芸
術
を
公
共
が
支
え
よ
う
と
い
う

認
識
が
あ
る
が
、
日
本
に
は
そ
の
よ

う
な
意
識
は
根
付
い
て
い
な
い
。
劇

場
法
や
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
よ
う

な
制
度
だ
け
を
輸
入
す
る
の
で
は
な

く
、
芸
術
文
化
へ
の
意
識
を
い
か
に

変
え
て
い
く
か
と
い
う
視
点
が
、
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

「都市」と「観客」
ゲスト講師：李

イ・スンヒョウ

丞孝（フェスティバル・ボム ディレクター）

劇場システムの
各国比較

（国立劇場／小劇場／公立劇場）

舞
台
制
作
と「
越
境
」

～
国
際
フ
ェ
ス
ティ
バル
／

　
劇
場
／
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
～

岸
本
佳
子
ゼ
ミ
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2015年4月18日、韓国・ソウルで行われ
ている国際芸術祭「フェスティバル・ボ
ム」内で、Next舞台制作塾inソウルを開
催しました。講師は橋本裕介さん（ロー
ムシアター京都／KYOTO EXPERIMENT 
プログラム・ディレクター）、司会は岸本
ゼミのゲストでもあった李

イ

丞
スン

孝
ヒョウ

さん。「京
都のコンテンポラリー、公共とパブリッ

クをめぐって」と題して開催しました。
これに合わせて、ゼミの受講生や、講
師の岸本さん、事務局メンバーなど総
勢16名でソウルへ行き、バリエーショ
ン豊かな多元（ダウォン）芸術作品の
観劇をしたり、講座に参加しました。
日本国内で学ぶだけでなく実際に一度
国際フェスティバルに行ってみたこと

で、参加者は、制作者同士の国
際交流について考え、そして将
来自力でアクセスするためのヒ
ントを多くつかんだ様子でした。
政治的な諸問題を抱える韓国と
日本ですが、両国の若いアート
マネージャーが互いの国に行く
ことで、民間レベルで文化交流
を盛り上げることができる。そ
のような実感を持つ旅となりま
した。

フェスティバル・ボムへ！ Next 舞台制作塾 in ソウル
テキスト：斉木香苗

2012年から4年間にわたって開催しているNext 舞台制作塾には、延べ268名の受講生が
参加しました。Next 舞台制作塾の受講生は、20代の人、そして1年以上の制作歴をもつ人
がそれぞれ半数に近い割合を占め、若手を中心とした舞台芸術制作者がプロフェッショナル
としての基礎力をつけるプログラムの狙いが反映されています。

受講生の内訳
コラム 4
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　制作者像にせまる 　制作者の働き方

　制作者にとって重要なスキル 　グローカルな視点で見る舞台制作

前半は舞台制作の現場のお話が聞け
て新鮮だったし、後半は自分に近しい
職種のゲストのお話もあり、より深い理
解が得られました。10回を通して、制
作という職種は守備範囲がとても幅広
いと感じました。これからも広い視野で
取り組んでいこうと、気持ちを新たにで
きました。（武田知也ゼミ受講生）

制作としてはまだ経験が浅く、もっと学ぶべきことがた
くさんあるなと改めて痛感するとともに、今後活動して
いくうえでとても貴重な考え方のヒントをたくさんいた
だいたなと感じました。講義もですが、ワークショップ
で実際に講義での内容を生かし、自身のプロジェク
トについて考えたり、意見をいただいたりできたこと
はとても大きな刺激になりました。また、皆さまの団体
についても一緒に考えることができて、新たな視点を
持つきっかけになりました。今回のことをバネに、ます
ます頑張れます!!（奥野将徳ゼミ）

何をしたいか、どうありたいか、ということは常に考え
ていたのですが、誰に、どう伝える、という部分で悩み
動けないことが多かったので、大変参考になりました。
今後、実践しながら活動していきたいと思います。特に、
誰に（どこに）という部分を考えることに気づきが多くあ
りました。（奥野将徳ゼミ）

内容が濃く、予算の話なのに幅広い内容で、
とても得るものが大きかったです。井神さんが
日頃行ってらっしゃることが、要所要所で思い
やポリシーと結びついているのがよく見えて、
それが一番ためになりました。（井神拓也ゼミ）

『ダンスダンギ』という企画がもちあがり、実際に
実現してしまったというのは貴重な体験でした。
知らないことを知れたのはもちろんですが、現場
で活躍している方の生の声を聞けたことで、自分
がどうしていきたいのか考えるきっかけになり、す
ごく有意義でした。（加藤弓奈ゼミ受講生）

ブランディングなどの基本的な知識や考え方、用
語を知ることができ、ためになりました。また、自分
の考えを深めたり、ほかの方に話したり、意見を
言っていただくことで、目前の就職活動や作品制
作の助けになりました。（奥野将徳ゼミ）

普段、大学のなかでは知り合う
ことのできない分野の方 と々じ
かにお話したことは、今後の進
路を考えるうえで参考になり、勉
強になることばかりでした。最初
は私のような素人が参加して良
いものか不安でしたが、毎回

「目からウロコ」の講義で、本当
に受講して良かったと思いました。

（武田知也ゼミ受講生）

愛をもって仕事をするという言
葉に、つい「仕事」やら「お金」
やら「〆切」にとらわれていた
心が解放された気分になりまし
た。できることからコツコツやっ
て、一人前になりたいです!!

（寺本真美ゼミ受講生）

とりあえず目の前の公演をトラブルなく
終わらせることばかりにこの半年ほど
追われていて、何だか楽しくないな、で
も次の公演が待っていて何とかしたい！
というタイミングでの受講でした。改め
て、自分でやってきたことを見つめ、ほ
かの制作者の姿を見て、忘れかけてい
た（？）制作の面白みのようなものを少
し取り戻した感じがします。

（Next舞台制作塾 EX@大阪 受講生）

時間が決められたなかで、ある課題についてとにかく
考えをまとめ、アイデアを出そうとしたことで、自分でも

「あ、いいじゃん」と思えるものが出てきました。これま
で自分ひとりで課題を抱えて答えが見つからなくて悩
んでいるつもりでしたが、「考え抜いていなかっただけ
だなぁ」と自覚し、人と話すことの重要性を感じました。

（宮永琢生ゼミ受講生）

海外公演といわれても詳しく知らない
状態だったので、いきなり公演をもっ
ていく必要がないと知り、とても驚きま
した。作品なのか、演出なのか、国際
的なスケールで広めていく理由がどこ
にあるのか、考えていかなければなら
ないと感じました。（Next 舞台制作塾
EX・西山葉子ゼミ受講生）

一番の収穫は、舞台制作の市場、マーケットプレイスは確実に
存在していて、これからどんどん需要が高まるのだなあという実
感ができたことです。概念的なことと、実践的なことがバランス
よく学べ、舞台制作についての知識も得ることができました。い
ろんな課題を自分で考えることで、頭の片隅にあったようなこと
が言葉にできたのも良かった。ドラマトゥルクという考え方は、
最後の回で自分のなかで腑に落ちて、作品が深まるための役
割としてとても興味深い分野だと思いました。今回のゼミで学
んだことを生かしていきたいです。（岸本佳子ゼミ受講生）

演劇をつくること＝人々のつながり
の密接さを知ることができました。今
までまったく知らなかったほかの地
域、そして自分の住んでいる地域の
ことを考えられたことは、大きな意味
がありました。講義はもちろん、実践
ができたことがありがたかったです。

（木元太郎ゼミ受講生）

世界の劇場、フェスティバルの状況など、知
っていることは復習に、知らないことが大半
で、自分のなかでフラットに現状を見つめる
助けになります。これからのリサーチの参考
にします。また、ただ情報を得るだけでなく、
社会との関わりなど、問題意識をもつことが
でき、大変貴重な機会となりました。ワーク
ショップも面白く、もっと時間を使えばきっと
さらなる深みが生まれると思いました。

（岸本佳子ゼミ受講生）

知識がまったくない自
分にとって、すべてが新
鮮で興味深く、どれも
が参考になる講義でし
た。おかげで今まで寝
たきりの知識欲が派手
に目覚めた気がします。

（岸本佳子ゼミ受講生）

思考法を身につける講座だったと思い
ます。この思考法は、突きつめて考えれ
ば当たり前のことだと思いますが、そこ
にたどりつくまでの近道をさせてもらえ
たと思います。（宮永琢生ゼミ受講生）

何をしたいのか、何ができるのか、
何を伸ばせるのか、何を生かせるの
かを、自分を中心にして、ブレない
想いの軸を捉えられるようにならな
ければならないと思いました。今ま
でマイナスにしか考えなかったところ
をプラスに行かせるように考え直し
てもよいと思えるようになりました。

（Next舞台制作塾EX@大阪 受講生）

毎回、緊張しながらの参加で
したが、はじまるとすぐにお話
に引き込まれ帰りには頭がい
っぱいという状態でした。いろ
いろな視点から「制作」を見る
ことができ楽しかったです。特
に、劇団の制作と劇場の制作
との違いは印象的でした。ここ
が捉えられると、何のために制
作の仕事をするのかが明確に
なると思いました。

（武田知也ゼミ受講生）

今までお客さんを集めるための仕組み
を考えていたけれど、もっともっと本質
的な「何か楽しそうなお祭」という感情
的な部分を大事にしてアクションを起こ
そうと思いました。そして自分たちの作
品の見せ方をどうすれば、より興味をも
ってもらえるかを考えようと思いました。

（寺本真美ゼミ受講生）

今まで制作といえば、事務処理やお手伝い
のイメージが強かったのですが、少し視点を
変えて（あるいは演劇にベッタリはりつかず、少し
高い視点から）「制作」の仕事を見渡せたので、
とても新しく、とても楽しく受講しました。

（寺本真美ゼミ受講生）

受講生の声 それぞれの目的意識をもって各講座に参加した受講生たち。
講義を受け、次の一歩を見すえた感想が寄せられました。
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おわりに
更新される舞台芸術制作者像　―新たな仕事・仕組みを創造する―

N
e
x
t
（
有
限
会
社
ネ
ビ
ュ
ラ
エ
ク
ス

ト
ラ
サ
ポ
ー
ト
）
が
創
業
さ
れ
た
2
0
0
2 

年
当
時
は
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
成
立
し

た
ば
か
り
の
時
期
で
、
作
品
創
作
を
行
う
先

進
的
な
公
立
ホ
ー
ル
は
す
で
に
存
在
し
た
も

の
の
、
舞
台
芸
術
制
作
者
の
仕
事
先
は
、
民

間
の
芸
術
団
体
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
15
年
近
い
年
月
が
経
ち
、
舞
台

芸
術
環
境
は
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

劇
場
法
が
成
立
し
、
全
国
の
公
立
ホ
ー
ル

に
「
社
会
と
芸
術
を
繋
げ
る
」
と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
再
定
義
さ
れ
た
。
同
時
に
、
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
、
劇
場
職

員
に
求
め
ら
れ
る
職
能
と
し
て
普
及
し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
舞
台
芸
術
制
作
者
が
劇
場

に
雇
用
さ
れ
る
道
が
大
き
く
開
け
て
き
た
。

ま
た
、
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
特
徴
的
な
動
向

だ
。一

方
で
、
舞
台
芸
術
団
体
は
作
品
創
造
の

中
心
を
引
き
続
き
担
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は

2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
催
を
控
え
て
い
る
。

良
い
作
品
を
創
作
し
、
普
及
さ
せ
る
舞
台

芸
術
制
作
者
の
存
在
は
、
以
前
に
も
増
し
て

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
舞
台
芸
術
制
作
者
の
仕
事
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
契

約
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
非
正
規
雇
用
が
多

く
、
社
会
保
障
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
に
ど
の

よ
う
に
向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
の
モ

デ
ル
を
描
く
べ
き
だ
ろ
う
か
？ 

「
既
存
の
作
品
創
造
プ
ロ
セ
ス
の
枠
中
で
の

仕
事
に
留
ま
ら
ず
、
新
た
な
仕
事
・
仕
組
み

を
創
造
す
る
力
を
持
っ
た
舞
台
芸
術
制
作
者

像
」
を
N
e
x
t
舞
台
制
作
塾
で
は
提
案
し

た
い
。

第
一
線
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
道
を
目
指
す
に
せ
よ
、
組
織
の
ト
ッ
プ

に
立
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
に
せ
よ
、

ま
た
は
あ
る
ス
キ
ル
を
極
め
る
に
せ
よ
、
こ

の「
変
革
力
」は
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
変
革
の
た
め
の
道
具
と
し
て
、
知
識
や
知

恵
は
活
用
さ
れ
る
の
だ
。

変
革
力
を
も
っ
た
舞
台
芸
術
制
作
者
た
ち

の
活
躍
に
よ
っ
て
、
人
々
の
日
常
生
活
の
近

く
に
自
然
と
芸
術
が
存
在
す
る

―
。
そ
の

よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
後
も

活
動
を
行
い
た
い
。

2
0
1
6
年
3
月
16
日

N
e
x
t
舞
台
制
作
塾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

藤
原
顕
太
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